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(57)【要約】
【課題】広い画角の画像を効率的に見ることができるよ
うにする。
【解決手段】本技術の一側面の表示制御装置は、第１の
動画データを所定の時間毎に区切ることによって生成さ
れた撮影時間が連続する複数の第２の動画データの撮影
範囲のうちの一部の範囲の画像を並べて表示させる表示
制御部を備える。表示制御部により、第２の動画データ
の撮影範囲のうちの一部の範囲の画像が例えば縦に並べ
て表示される。本技術は、例えば、水平方向に３６０度
の画角を有する動画を撮影可能なデジタルカメラから動
画データを取得し、処理可能な情報処理装置に適用する
ことができる。
【選択図】図１９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の動画データを所定の時間毎に区切ることによって生成された撮影時間が連続する
複数の第２の動画データの撮影範囲のうちの一部の範囲の画像を並べて表示させる表示制
御部を備える
　表示制御装置。
【請求項２】
　前記第１の動画データを所定の時間毎に区切ることによって複数の前記第２の動画デー
タを生成する生成部をさらに備え、
　前記表示制御部は、前記生成部により生成された複数の前記第２の動画データの画像を
表示させる
　請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　複数の前記第２の動画データをそれぞれ先頭から再生する再生部をさらに備え、
　前記表示制御部は、複数の前記第２の動画データの画像を撮影時間順に並べて表示させ
る
　請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項４】
　前記表示制御部は、前記一部の範囲の画像として、それぞれの前記第２の動画データの
同じ範囲の画像を表示させる
　請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項５】
　前記第２の動画データに写る人物を検出する人物検出部をさらに備え、
　前記表示制御部は、前記一部の範囲の画像として、前記人物検出部により検出された人
物を含む範囲の画像を表示させる
　請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項６】
　前記表示制御部は、前記一部の範囲の画像を並べて表示させる複数の前記第２の動画デ
ータを、ユーザの操作に応じて、または所定の時間が経過する毎に切り替える
　請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項７】
　前記表示制御部は、垂直方向の長さより水平方向の長さの方が長い画像を、前記一部の
範囲の画像として縦に並べて表示させる
　請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項８】
　前記一部の範囲の画像は動画である
　請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項９】
　前記第１の動画データの水平方向と垂直方向のうちの少なくとも一方の画角が３６０度
である
　請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項１０】
　第１の動画データを所定の時間毎に区切ることによって生成された撮影時間が連続する
複数の第２の動画データの撮影範囲のうちの一部の範囲の画像を並べて表示させる
　ステップを含む表示制御方法。
【請求項１１】
　第１の動画データを所定の時間毎に区切ることによって生成された撮影時間が連続する
複数の第２の動画データの撮影範囲のうちの一部の範囲の画像を並べて表示させる
　ステップを含む処理をコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本技術は、表示制御装置、表示制御方法、およびプログラムに関し、特に、広い画角の
画像を効率的に見ることができるようにした表示制御装置、表示制御方法、およびプログ
ラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、パノラマ撮影の機能を搭載したデジタルカメラが各種販売されている。パノラマ
撮影は、デジタルカメラ本体がユーザによって一定方向に動かされている間に撮影した複
数枚の画像を合成し、１枚の広い画角の画像を生成する機能である。
【０００３】
　また、非常に広い画角を有するレンズを搭載し、画像の合成を行うことなく広い画角の
画像を撮影することができるデジタルカメラがある。そのようなデジタルカメラの中には
３６０度の方向を撮影可能なものもある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－３３１８２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　広い画角の画像を撮影することができるとしても、実際にユーザが見たいと思う範囲は
一部の範囲に限られることが多い。従って、そのような広い画角の画像がそのまま表示さ
れるとした場合、ユーザは、どの範囲に注目して画像を見ればいいのか分からない。
【０００６】
　本技術はこのような状況に鑑みてなされたものであり、広い画角の画像を効率的に見る
ことができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本技術の一側面の表示制御装置は、第１の動画データを所定の時間毎に区切ることによ
って生成された撮影時間が連続する複数の第２の動画データの撮影範囲のうちの一部の範
囲の画像を並べて表示させる表示制御部を備える。
【０００８】
　前記第１の動画データを所定の時間毎に区切ることによって複数の前記第２の動画デー
タを生成する生成部をさらに設けることができる。この場合、前記表示制御部には、前記
生成部により生成された複数の前記第２の動画データの画像を表示させることができる。
【０００９】
　複数の前記第２の動画データをそれぞれ先頭から再生する再生部をさらに設けることが
できる。この場合、前記表示制御部には、複数の前記第２の動画データの画像を撮影時間
順に並べて表示させることができる。
【００１０】
　前記表示制御部には、前記一部の範囲の画像として、それぞれの前記第２の動画データ
の同じ範囲の画像を表示させることができる。
【００１１】
　前記第２の動画データに写る人物を検出する人物検出部をさらに設けることができる。
この場合、前記表示制御部には、前記一部の範囲の画像として、前記人物検出部により検
出された人物を含む範囲の画像を表示させることができる。
【００１２】
　前記表示制御部には、前記一部の範囲の画像を並べて表示させる複数の前記第２の動画
データを、ユーザの操作に応じて、または所定の時間が経過する毎に切り替えさせること
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ができる。
【００１３】
　前記表示制御部には、垂直方向の長さより水平方向の長さの方が長い画像を、前記一部
の範囲の画像として縦に並べて表示させることができる。
【００１４】
　前記一部の範囲の画像は動画であるようにすることができる。
【００１５】
　前記第１の動画データの水平方向と垂直方向のうちの少なくとも一方の画角が３６０度
であるようにすることができる。
【００１６】
　本技術の一側面の表示制御方法は、第１の動画データを所定の時間毎に区切ることによ
って生成された撮影時間が連続する複数の第２の動画データの撮影範囲のうちの一部の範
囲の画像を並べて表示させるステップを含む。
【００１７】
　本技術の一側面のプログラムは、第１の動画データを所定の時間毎に区切ることによっ
て生成された撮影時間が連続する複数の第２の動画データの撮影範囲のうちの一部の範囲
の画像を並べて表示させるステップを含む処理をコンピュータに実行させる。
【００１８】
　本技術の一側面においては、第１の動画データを所定の時間毎に区切ることによって生
成された撮影時間が連続する複数の第２の動画データの撮影範囲のうちの一部の範囲の画
像が並べて表示される。
【発明の効果】
【００１９】
　本技術によれば、ユーザは、広い画角の画像を効率的に見ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】情報処理装置とデジタルカメラを示す図である。
【図２】デジタルカメラの画角の例を示す図である。
【図３】デジタルカメラの画角の他の例を示す図である。
【図４】イベント選択画面の例を示す図である。
【図５】クリップ選択画面の例を示す図である。
【図６】クリップ再生画面の例を示す図である。
【図７】動画の切り出し範囲の例を示す図である。
【図８】デジタルカメラのハードウェア構成例を示すブロック図である。
【図９】情報処理装置のハードウェア構成例を示すブロック図である。
【図１０】情報処理装置の機能構成例を示すブロック図である。
【図１１】クリップデータの例を示す図である。
【図１２】図１０の情報処理部の構成例を示すブロック図である。
【図１３】動画の切り出し範囲の例を示す図である。
【図１４】クリップ生成処理について説明するフローチャートである。
【図１５】クリップ再生処理について説明するフローチャートである。
【図１６】クリップ再生画面の他の例を示す図である。
【図１７】クリップ再生画面のさらに他の例を示す図である。
【図１８】タイムシフト再生の概念を示す図である。
【図１９】タイムシフト再生画面の例を示す図である。
【図２０】タイムシフト再生画面の切り替えについて説明する図である。
【図２１】タイムシフト再生処理について説明するフローチャートである。
【図２２】タイムシフト再生画面の他の例を示す図である。
【図２３】再生時刻の変更の例を示す図である。
【図２４】タイムシフト再生画面のさらに他の例を示す図である。
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【図２５】お気に入りアイコンを動画に重ねて表示する場合の例を示す図である。
【図２６】動画を強調表示する場合の例を示す図である。
【図２７】マルチスクリーン表示の第１の例を示す図である。
【図２８】動画の切り出し範囲の例を示す図である。
【図２９】マルチスクリーン表示の第２の例を示す図である。
【図３０】動画の切り出し範囲の例を示す図である。
【図３１】マルチスクリーン表示の第３の例を示す図である。
【図３２】動画の切り出し範囲の例を示す図である。
【図３３】マルチスクリーン表示の第４の例を示す図である。
【図３４】動画の切り出し範囲の例を示す図である。
【図３５】マルチスクリーン表示の第５の例を示す図である。
【図３６】図３５の動画再生画面の切り替えの例を示す図である。
【図３７】マルチスクリーン表示処理について説明するフローチャートである。
【図３８】人物追尾再生の概念を示す図である。
【図３９】顔画像選択画面の例を示す図である。
【図４０】追尾再生画面の例を示す図である。
【図４１】顔画像の切り出しについて説明する図である。
【図４２】顔画像の表示の切り替えについて説明する図である。
【図４３】顔画像選択画面の例を示す図である。
【図４４】追尾再生画面の顔画像の表示の切り替えの例を示す図である。
【図４５】顔画像生成処理について説明するフローチャートである。
【図４６】人物追尾再生処理について説明するフローチャートである。
【図４７】追尾再生画面の他の例を示す図である。
【図４８】顔画像の切り出しについて説明する図である。
【図４９】追尾再生画面の表示の切り替えの例を示す図である。
【図５０】ネットワークシステムの構成例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
＜情報処理装置の基本的機能＞
［装置の外観構成］
　図１は、本技術の一実施形態に係る情報処理装置１と、情報処理装置１との間で通信を
行うデジタルカメラ２を示す図である。
【００２２】
　情報処理装置（表示制御装置）１は、いわゆるタブレット型の携帯情報端末である。情
報処理装置１は板状の筐体を有し、筐体の表面にはLCD(Liquid Crystal Display)などの
ディスプレイ１１が設けられる。ディスプレイ１１にはタッチパネルが設けられる。ユー
ザは、ディスプレイ１１に表示されるボタンを指で直接触れるなどして情報処理装置１を
操作することができる。
【００２３】
　デジタルカメラ２は、動画の撮影機能を有する撮影装置である。デジタルカメラ２は薄
型の略縦長直方体状の筐体を有し、筐体の上面には広角レンズ２１が設けられる。デジタ
ルカメラ２による動画の撮影は、例えば図１に示すように広角レンズ２１の光軸を真上に
向けた状態で行われる。
【００２４】
　図２は、デジタルカメラ２の画角の例を示す図である。
【００２５】
　位置Ｐ１において広角レンズ２１を真上に向けて撮影が行われた場合、図２に示すよう
に、一点鎖線で示す光軸Ｌ１と天頂が交わる半天球状の範囲の動画が撮影される。すなわ
ち、水平方向に３６０度、垂直方向に１８０度の画角を有する動画が撮影される。
【００２６】
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　デジタルカメラ２の筐体下面にも広角レンズが設けられ、図３に示すように全天球状の
範囲の動画が撮影されるようにしてもよい。光軸Ｌ２は、デジタルカメラ２の筐体の下面
に設けられた広角レンズの光軸である。この場合、上面の広角レンズ２１を介して撮影さ
れた動画と下面の広角レンズを介して撮影された動画が、同時刻に撮影されたフレーム同
士合成され、１つの全天球状の範囲を撮影範囲とする動画が生成される。
【００２７】
　以下、デジタルカメラ２により撮影される広角動画が、図２に示す半天球状の範囲を撮
影範囲とする動画である場合について説明する。
【００２８】
　デジタルカメラ２による広角動画の撮影は、例えば１時間や２時間といったように比較
的長い時間、連続して行われる。デジタルカメラ２を体の一部に固定するなどして行動す
ることにより、ユーザは、自身の行き先の全方向（水平方向に３６０度、垂直方向に１８
０度の方向）の風景を動画として撮影することができる。
【００２９】
　情報処理装置１には、デジタルカメラ２により撮影された広角動画を管理するアプリケ
ーションである広角動画管理アプリケーションがインストールされている。広角動画管理
アプリケーションは、デジタルカメラ２との間で無線または有線の通信を行い、デジタル
カメラ２により撮影された広角動画のデータを取得する。デジタルカメラ２から取得され
た広角動画のデータは、例えば情報処理装置１の内蔵のメモリに記憶される。
【００３０】
　情報処理装置１においては、デジタルカメラ２から取得された長時間の広角動画が１０
分毎などの所定の時間毎に区切られ、クリップとして管理される。また、複数のクリップ
が、撮影間隔などに基づいてイベント毎にまとめて管理される。
【００３１】
［UI(User Interface)の例］
　図４は、イベント選択画面の例を示す図である。
【００３２】
　イベント選択画面は、再生対象とするクリップが属するイベントの選択に用いられる画
面である。図４のイベント選択画面は、例えば、メニュー画面にあるアイコンをタップす
るなどして、広角動画管理アプリケーションの起動が指示されたときにディスプレイ１１
に表示される。
【００３３】
　図４の上段のイベント選択画面の左側には、帯状（横長長方形状）のサムネイル画像３
１乃至３５が所定の間隔を空けて縦に並べて表示される。サムネイル画像３１は略下半分
のみが表示され、サムネイル画像３５は略上半分のみが表示されている。サムネイル画像
の右側には、撮影日、イベント名などの情報が表示される。
【００３４】
　サムネイル画像は、クリップの広角動画から一部の範囲を切り出し、帯状に展開するこ
とによって生成された静止画である。後述するように、各クリップの広角動画を対象とし
て例えば人物が写っている範囲が切り出され、サムネイル画像が生成される。
【００３５】
　このように、情報処理装置１においては、１フレームの広角動画から任意の一部の範囲
を切り出して展開することによって帯状のフレーム形状を有する静止画が生成され、サム
ネイル画像として用いられる。サムネイル画像として静止画ではなく動画を用いることも
可能である。
【００３６】
　以下、適宜、サムネイル表示される動画をサムネイル動画という。単にサムネイル画像
というときは、その画像は、サムネイル表示される画像が静止画であることを表す。サム
ネイル動画は、一部の範囲を切り出して帯状のフレーム形状に展開することを広角動画の
各フレームを対象として行うことによって生成される。
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【００３７】
　サムネイル画像３１乃至３５の下には、同じイベントに属するサムネイル画像が角度を
若干ずらして重ねて表示される。サムネイル画像が重ねて表示されていることは、同じイ
ベントに属するクリップとして複数のクリップがあることを表す。
【００３８】
　ユーザは、イベント選択画面上でドラッグ操作を行うことにより、下段のイベント選択
画面に示すように表示を切り替えることができる。例えば上方向のドラッグ操作が行われ
たとき、サムネイル画像３１乃至３５全体が操作量に応じて上方向に移動し、イベント選
択画面の表示は下段の画面に切り替わる。下段のイベント選択画面においては、サムネイ
ル画像３４乃至３８が表示される状態になっている。
【００３９】
　図４のイベント選択画面から、ユーザはサムネイル画像を見て好みのイベントを選択す
ることができる。
【００４０】
　図５は、クリップ選択画面の例を示す図である。
【００４１】
　クリップ選択画面は、図４のイベント選択画面において所定のサムネイル画像がタップ
され、イベントが選択されたときに表示される。
【００４２】
　イベントが選択されたとき、クリップ選択画面の右側には、画像５３が中央にくるよう
にして、帯状の画像である画像５１乃至５５が縦方向に、それぞれ位置を若干ずらして表
示される。画像５１乃至５５は、選択されたイベントに属するクリップを表す画像である
。画像５１乃至５５の左側にはクリップの撮影時刻が表示される。イベントが選択された
とき、図４のイベント選択画面は、束ねられた帯が画面上に広がるようなアニメーション
を経て図５のクリップ選択画面に切り替わる。
【００４３】
　画像５１は、撮影時刻を「14:40」とするクリップを表すサムネイル画像である。画像
５２は、撮影時刻を「14:50」とするクリップを表すサムネイル画像である。
【００４４】
　また、フォーカスがあてられた状態になっている中央の画像５３は、撮影時刻を「15:0
0」とするクリップを表すサムネイル動画である。例えば、フォーカスがあてられた動画
である画像５３のみがカラー表示となり、他のサムネイル画像（静止画）はグレー表示と
なる。
【００４５】
　画像５４は、撮影時刻を「15:10」とするクリップを表すサムネイル画像である。画像
５５は、撮影時刻を「15:20」とするクリップを表すサムネイル画像である。
【００４６】
　なお、中央の画像５３の位置を基準とすると、上にある画像５２は、画像５２の下側の
一部が画像５３の下に隠れるように、かつ、画像５３より右側に若干ずらして表示される
。また、下にある画像５４は、画像５４の上側の一部が画像５３の下に隠れるように、か
つ、画像５３より右側に若干ずらして表示される。
【００４７】
　一番上の画像５１は、画像５１の下側の一部が画像５２の下に隠れるように、かつ、画
像５２より右側に若干ずらして表示される。一番下の画像５５は、画像５５の上側の一部
が画像５４の下に隠れるように、かつ、画像５４より右側に若干ずらして表示される。
【００４８】
　ユーザは、クリップ選択画面上でドラッグ操作を行うことにより、下段のクリップ選択
画面に示すように表示を切り替えることができる。例えば上方向のドラッグ操作が行われ
たとき、画像５１乃至５５全体が操作量に応じて上方向に移動し、クリップ選択画面の表
示は下段の画面に切り替わる。下段のクリップ選択画面においては、画像５１乃至５５が
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表示されていた位置にそれぞれ画像５３乃至５７が表示される状態になっている。
【００４９】
　中央に表示されていないから、画像５３は、動画ではなく、撮影時刻を「15:00」とす
るクリップを表すサムネイル画像となる。画像５４は、撮影時刻を「15:10」とするクリ
ップを表すサムネイル画像である。
【００５０】
　フォーカスがあてられた状態になっている中央の画像５５は、撮影時刻を「15:20」と
するクリップを表すサムネイル動画である。撮影時刻を「15:20」とするクリップの広角
動画から切り出された動画が画像５５として表示される。
【００５１】
　画像５６は、撮影時刻を「15:30」とするクリップを表すサムネイル画像である。画像
５７は、撮影時刻を「15:40」とするクリップを表すサムネイル画像である。
【００５２】
　図５のクリップ選択画面から、ユーザは、選択したイベントに属する各クリップの内容
を時系列順に確認することができる。
【００５３】
　図６は、クリップ再生画面の例を示す図である。
【００５４】
　クリップ再生画面は、図５のクリップ選択画面からクリップが選択されたときに表示さ
れる。フォーカスがあてられたサムネイル動画に対してタップが行われることによってク
リップが選択されたとき、情報処理装置１のモードは動画ビューモードとなり、選択され
たクリップの再生が開始される。クリップ再生画面には、クリップの広角動画から切り出
された所定の範囲の動画が表示される。
【００５５】
　ユーザは、図６の画面中央に矢印で示すように上下左右にドラッグ操作を行うことによ
り、動画の切り出し範囲を自由に変更し、好みの被写体が写る範囲を表示させることがで
きる。
【００５６】
　図７は、動画の切り出し範囲の例を示す図である。
【００５７】
　図７の半天球が、ユーザにより選択されたクリップの広角動画の１フレームの撮影範囲
全体を表す。位置Ｐ１は広角動画の撮影位置、すなわちデジタルカメラ２の撮影時の位置
である。切り出し範囲の説明に用いる他の図においても同様である。
【００５８】
　球面上に破線で示す枠Ｆ１が広角動画からの切り出し範囲を示す。クリップ再生画面に
は、枠Ｆ１で示す範囲内の画像が広角動画の各フレームから切り出され、動画として表示
される。位置Ｐ１を基準として水平方向に３６０度、垂直方向に１８０度の方向にある被
写体が広角動画には写っているが、一部の被写体しか表示されないことになる。
【００５９】
　ユーザによりドラッグ操作が行われたとき、ユーザの操作に応じて枠Ｆ１が移動するこ
とによって切り出し範囲が切り替わり、クリップ再生画面に表示される被写体も切り替わ
る。ピンチアウト／ピンチインによって枠Ｆ１の大きさを変え、クリップ再生画面に表示
する被写体の拡大／縮小を行うことができるようにしてもよい。
【００６０】
　クリップの再生が開始された直後のデフォルトの枠Ｆ１の位置は、例えば人物が写って
いる範囲を切り出すようにして設定される。複数の人物が写っている場合、人物が密集し
ている範囲（人物の密度が閾値より高い範囲）を切り出すようにして枠Ｆ１が設定される
ようにすることも可能である。
【００６１】
　クリップのオーディオデータに基づいて音源方向を特定し、音源方向の範囲を切り出す
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ように枠Ｆ１を設定するといったように、画像データ以外のデータを用いて切り出し範囲
を設定することも可能である。動画の切り出し範囲の設定については後に詳述する。
【００６２】
　このように、情報処理装置１においては、デジタルカメラ２により撮影された長時間の
広角動画がクリップ毎に分けて管理され、再生される。また、広角動画から切り出した一
部の範囲の動画が表示される。
【００６３】
　これにより、ユーザは、広い画角の動画を効率的に見せることができる。仮に、長時間
の広角動画がそのまま表示されるとした場合、ユーザは、自分が注目している被写体が写
っていない時間帯の動画や、注目している被写体が写っていない範囲の動画も見る必要が
あるが、そのようなことを防ぐことが可能になる。
【００６４】
　以上のような画面表示を行う情報処理装置１の処理についてはフローチャートを参照し
て後述する。
【００６５】
［機器の内部構成］
　図８は、デジタルカメラ２のハードウェア構成例を示すブロック図である。
【００６６】
　デジタルカメラ２は、制御部７１に対して、撮影部７２、マイクロフォン７３、センサ
７４、ディスプレイ７５、操作部７６、スピーカ７７、記憶部７８、および通信部７９が
接続されることによって構成される。
【００６７】
　制御部７１は、CPU(Central Processing Unit)、ROM(Read Only Memory)、RAM(Random 
Access Memory)などより構成される。制御部７１は、所定のプログラムを実行し、ユーザ
の操作に応じてデジタルカメラ２の全体の動作を制御する。
【００６８】
　例えば、制御部７１は、撮影部７２により撮影された広角動画のデータを、マイクロフ
ォン７３から供給されたオーディオデータやセンサ７４から供給されたセンサデータとと
もに記憶部７８に記憶させる。広角動画のデータには、撮影日時などの情報も付加される
。また、制御部７１は、通信部７９を制御して情報処理装置１と通信を行い、広角動画の
データを情報処理装置１に送信する。
【００６９】
　撮影部７２は、CMOS(Complementary Metal Oxide Semiconductor)イメージセンサなど
の撮像素子を有する。撮影部７２は、広角レンズ２１を介して取り込んだ光の光電変換や
アナログ信号のA/D変換などを行い、広角動画のデータを制御部７１に出力する。
【００７０】
　マイクロフォン７３は、広角動画の撮影にあわせて集音し、オーディオデータを制御部
７１に出力する。
【００７１】
　センサ７４は、GPS(Global Positioning System)センサ、ジャイロセンサ、加速度セン
サなどにより構成される。センサ７４は、広角動画の撮影にあわせて、測位や、角速度、
加速度の検出を行い、センサデータを制御部７１に出力する。センサデータには、広角動
画の撮影中の各時刻における撮影位置、角速度、および加速度の情報が含まれる。
【００７２】
　ディスプレイ７５は、LCDなどにより構成され、制御部７１による制御に従って、メニ
ュー画面や撮影中の広角動画などの各種の情報を表示する。
【００７３】
　操作部７６は、デジタルカメラ２の筐体表面に設けられた操作ボタンやタッチパネルな
どより構成される。操作部７６は、ユーザによる操作の内容を表す情報を制御部７１に出
力する。
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【００７４】
　スピーカ７７は、例えば広角動画の再生中、制御部７１から供給されたオーディオ信号
に基づいて音声を出力する。
【００７５】
　記憶部７８は、フラッシュメモリや、筐体に設けられたカードスロットに挿入されたメ
モリカードにより構成される。記憶部７８は、制御部７１から供給された広角動画のデー
タなどの各種のデータを記憶する。
【００７６】
　通信部７９は、無線や有線の通信を情報処理装置１との間で行う。通信部７９は、制御
部７１から供給された広角動画のデータなどの各種のデータを情報処理装置１に送信する
。
【００７７】
　図９は、情報処理装置１のハードウェア構成例を示すブロック図である。
【００７８】
　CPU９１、ROM９２、RAM９３は、バス９４により相互に接続される。CPU９１は、所定の
プログラムを実行し、情報処理装置１の各部を制御する。例えば、CPU９１は、所定のOS(
Operating System)上で動作する広角動画管理アプリケーションを実行し、広角動画の再
生に関する各種の処理を行う。
【００７９】
　バス９４には、入出力インタフェース９５が接続され、入出力インタフェース９５には
、ディスプレイ１１、タッチパネル９６、スピーカ９７、記憶部９８、通信部９９、およ
びドライブ１００が接続される。入出力インタフェース９５に接続される各部とCPU９１
との間のデータの送受信は、バス９４と入出力インタフェース９５を介して行われる。
【００８０】
　タッチパネル９６は、ディスプレイ１１の表面に対するユーザの操作を検出し、操作の
内容を表す信号をCPU９１に出力する。
【００８１】
　スピーカ９７は、広角動画の音声などの各種の音声を出力する。
【００８２】
　記憶部９８は、フラッシュメモリなどの記憶媒体により構成される。記憶部９８は、広
角動画のデータなどの各種のデータを記憶する。記憶部９８に記憶されたデータは、適宜
、CPU９１により読み出される。
【００８３】
　通信部９９は、無線や有線の通信をデジタルカメラ２との間で行う。通信部９９は、デ
ジタルカメラ２から送信されてきた広角動画のデータを受信し、記憶部９８に供給して記
憶させる。
【００８４】
　ドライブ１００は、カードスロットに挿入されたメモリカード１０１を駆動する。ドラ
イブ１００は、メモリカード１０１に対する各種のデータの書き込みや、メモリカード１
０１からの各種のデータの読み出しを行う。
【００８５】
　図１０は、情報処理装置１の機能構成例を示すブロック図である。
【００８６】
　図１０に示す機能部のうちの少なくとも一部は、図９のCPU９１により広角動画管理ア
プリケーションが実行されることによって実現される。情報処理装置１においては、画像
データ取得部１１１、クリップ生成部１１２、クリップデータ記憶部１１３、再生部１１
４、情報処理部１１５、および表示制御部１１６が実現される。
【００８７】
　画像データ取得部１１１は、デジタルカメラ２から送信され、通信部９９において受信
された広角動画のデータを取得する。画像データ取得部１１１が取得する広角動画のデー
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タには、オーディオデータ、センサデータ、および、撮影日時、ファイル名などのメタデ
ータも付加されている。画像データ取得部１１１は、取得したデータをクリップ生成部１
１２に出力する。
【００８８】
　広角動画のデータが、デジタルカメラ２による広角動画の撮影に連動してリアルタイム
で取得されるようにしてもよい。
【００８９】
　クリップ生成部１１２は、画像データ取得部１１１から供給された長時間の広角動画を
１０分などの短い時間毎に区切ることによってクリップを生成する。クリップ生成部１１
２は、広角動画、オーディオデータ、センサデータ、メタデータを含む各クリップのデー
タをクリップデータ記憶部１１３に記憶させる。
【００９０】
　また、クリップ生成部１１２は、複数のクリップをイベント毎にまとめ、各クリップの
メタデータとして、クリップが属するイベントの識別情報、イベント名などの情報を設定
する。各クリップのイベントは、撮影間隔が所定の時間内にあるクリップをまとめたり、
撮影日が同じ日にちのクリップをまとめたりして決定される。広角動画を解析し、同じシ
ーンが写っているクリップをまとめるようにして決定されるようにしてもよい。イベント
名は、ユーザにより入力されるなどして設定される。
【００９１】
　クリップデータ記憶部１１３は、例えば記憶部９８において実現される。クリップデー
タ記憶部１１３は、クリップ生成部１１２から供給された各クリップのデータを記憶する
。また、クリップデータ記憶部１１３は、情報処理部１１５から供給された情報を記憶す
る。情報処理部１１５からクリップデータ記憶部１１３に対しては、各クリップに写る人
物の識別情報、人物の位置を表す情報などが供給される。
【００９２】
　図１１は、クリップデータの例を示す図である。
【００９３】
　各クリップのデータは、１０分毎などに区切られた広角動画のデータ、オーディオデー
タ、センサデータ、メタデータ、およびサムネイルデータから構成される。
【００９４】
　センサデータには、撮影時にデジタルカメラ２において検出されたクリップの撮影位置
、加速度、角速度の情報が含まれる。
【００９５】
　メタデータには、クリップ名、撮影日時、イベントID、イベント名、人物ID、および人
物位置情報が含まれる。
【００９６】
　クリップ名は、例えばデジタルカメラ２において広角動画のデータに設定されたファイ
ル名とクリップの撮影日時を組み合わせるなどして設定される。撮影日時は、例えばクリ
ップの撮影日時を表す。
【００９７】
　イベントIDは、クリップが属するイベントの識別情報である。イベント名は、クリップ
が属するイベントの名前である。イベントIDとイベント名は例えばクリップ生成部１１２
により設定される。
【００９８】
　人物IDは、クリップの広角動画に写る人物に割り当てられた識別情報である。人物位置
情報は、広角動画に写っている人物の、撮影範囲内における位置を表す。人物IDと人物位
置情報は情報処理部１１５により設定される。例えば、人物IDと人物位置情報は、クリッ
プの再生時刻と対応付けて管理される。情報処理装置１は、メタデータから、クリップ再
生中のどのタイミングで、どの人物が、どこに写っているのかを特定することが可能とな
る。
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【００９９】
　サムネイルデータには、クリップの広角動画の１フレームから切り出された静止画であ
るサムネイル画像と、広角動画の各フレームから切り出すことによって生成された動画で
あるサムネイル動画が含まれる。
【０１００】
　クリップデータ記憶部１１３は、各クリップのデータとして、このような各種のデータ
を記憶する。クリップデータ記憶部１１３に記憶された各クリップのデータは、適宜、再
生部１１４、情報処理部１１５、および表示制御部１１６により読み出される。
【０１０１】
　再生部１１４は、再生対象とするクリップの広角動画のデータをクリップデータ記憶部
１１３から読み出して再生する。広角動画のデータは例えば所定のフォーマットで符号化
されている。再生部１１４は、再生して得られた広角動画の各フレームのデータを情報処
理部１１５に出力する。
【０１０２】
　なお、再生部１１４による広角動画の再生と併せて、図示せぬ再生部においてオーディ
オデータの再生も行われる。オーディオデータを再生して得られたオーディオ信号に基づ
いて、図９のスピーカ９７からクリップの音声が出力される。
【０１０３】
　情報処理部１１５は、再生部１１４から供給された広角動画から一部の範囲を切り出す
などの画像処理を行う。情報処理部１１５は、再生対象とするクリップの広角動画から切
り出した動画を表示制御部１１６に出力する。また、情報処理部１１５は、クリップの解
析時、広角動画から切り出した静止画をサムネイル画像としてクリップデータ記憶部１１
３に出力する。
【０１０４】
　表示制御部１１６は、情報処理部１１５から供給された動画をディスプレイ１１に表示
させる。また、表示制御部１１６は、例えばイベント選択画面を表示するとき、メタデー
タとして設定されている各クリップのサムネイル画像やサムネイル動画をクリップデータ
記憶部１１３から読み出し、表示させる。
【０１０５】
　図１２は、図１０の情報処理部１１５の構成例を示すブロック図である。
【０１０６】
　情報処理部１１５は、画像解析部１３１、データ解析部１３２、および切り出し部１３
３から構成される。画像解析部１３１には人物検出部１３１Ａが含まれる。再生部１１４
から供給された広角動画のデータは、画像解析部１３１と切り出し部１３３に入力される
。また、クリップデータ記憶部１１３から読み出されたオーディオデータ、センサデータ
、およびメタデータはデータ解析部１３２に入力される。
【０１０７】
　画像解析部１３１は、広角動画を対象として各種の解析を行い、解析結果を切り出し部
１３３に出力する。
【０１０８】
　画像解析部１３１の人物検出部１３１Ａは、広角動画の各フレームの撮影範囲全体を対
象として人物を検出する。人物の検出には例えば顔検出の技術が用いられる。複数の人物
が広角動画に写っている場合、それぞれの人物が検出される。画像解析部１３１は、人物
の位置を表す情報を切り出し部１３３に出力する。また、画像解析部１３１は、人物IDと
人物位置情報をクリップデータ記憶部１１３に出力する。
【０１０９】
　データ解析部１３２は、クリップのオーディオデータ、センサデータ、メタデータを解
析し、解析結果を切り出し部１３３に出力する。
【０１１０】
　例えば、データ解析部１３２は、オーディオデータを解析することによって広角動画の
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撮影範囲に含まれる音源方向を特定し、音源方向の情報を出力する。また、データ解析部
１３２は、センサデータに含まれる角速度、加速度のデータを解析することによって広角
動画の撮影時におけるデジタルカメラ２の進行方向などを特定し、デジタルカメラ２の進
行方向に関する情報を出力する。データ解析部１３２は、メタデータを解析し、再生対象
のクリップに写っている人物ID、人物位置情報を出力する。
【０１１１】
　切り出し部１３３は、画像解析部１３１とデータ解析部１３２による解析結果に基づい
て、動画の切り出し範囲を設定する。切り出し範囲はユーザにより指定された位置にも基
づいて設定される。
【０１１２】
　切り出し部１３３は、ユーザにより選択されたクリップの再生時、広角動画から切り出
した動画を表示制御部１１６に出力して表示させる。また、切り出し部１３３は、クリッ
プの解析時、広角動画から切り出した静止画をサムネイル画像として、また、動画をサム
ネイル動画としてクリップデータ記憶部１１３に出力する。
【０１１３】
　図１３は、動画の切り出し範囲の例を示す図である。
【０１１４】
　図１３の例においては、広角動画の撮影範囲に３人の人物が写っており、人物検出部１
３１Ａにより検出される。この場合、例えば、枠Ｆ１１で示すように２人の人物を含む範
囲や、枠Ｆ１２で示すように１人の人物を含む範囲が切り出し範囲として設定される。
【０１１５】
　このように、１フレームの広角動画から複数の動画を切り出すことも可能である。また
、切り出し範囲の位置、大きさ（画角）、縦横比なども任意である。
【０１１６】
［情報処理装置の動作］
　ここで、以上のような構成を有する情報処理装置１の処理について説明する。
【０１１７】
　はじめに、図１４のフローチャートを参照して、情報処理装置１のクリップ生成処理に
ついて説明する。図１４の処理は、例えば、デジタルカメラ２から送信されてきた広角動
画のデータが通信部９９により受信されたときに開始される。
【０１１８】
　ステップＳ１において、画像データ取得部１１１は、広角動画のデータを取得し、オー
ディオデータ、センサデータ、およびメタデータとともにクリップ生成部１１２に出力す
る。
【０１１９】
　ステップＳ２において、クリップ生成部１１２は、画像データ取得部１１１から供給さ
れた長時間の広角動画を短い時間毎に区切ることによってクリップを生成する。
【０１２０】
　ステップＳ３において、クリップ生成部１１２は、複数のクリップをイベント毎にまと
め、各クリップのデータをクリップデータ記憶部１１３に記憶させる。クリップデータ記
憶部１１３には、広角動画のデータ、オーディオデータ、センサデータと、クリップ名、
撮影日時、イベントID、イベント名を含むメタデータが各クリップのデータとして記憶さ
れる。その後、クリップの解析が行われる。
【０１２１】
　ステップＳ４において、再生部１１４は、１つのクリップに注目し、再生する。再生部
１１４は、再生して得られた広角動画のデータを情報処理部１１５に出力する。
【０１２２】
　ステップＳ５において、人物検出部１３１Ａは、広角動画の各フレームの撮影範囲全体
を対象として人物を検出する。
【０１２３】
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　ステップＳ６において、人物検出部１３１Ａは、検出した人物の人物IDと人物位置情報
をクリップデータ記憶部１１３に出力し、メタデータとして設定する。
【０１２４】
　ステップＳ７において、データ解析部１３２は、注目されているクリップのオーディオ
データとセンサデータをクリップデータ記憶部１１３から読み出して解析する。例えば、
データ解析部１３２は、オーディオデータを解析し、音源の方向や各音源の音量を特定す
る。また、データ解析部１３２は、センサデータを解析し、撮影時の進行方向、移動速度
などを特定する。データ解析部１３２は、解析結果を切り出し部１３３に出力する。
【０１２５】
　ステップＳ８において、切り出し部１３３は、人物検出部１３１Ａによる検出結果とデ
ータ解析部１３２による解析結果に基づいて、広角動画の１フレームから一部の範囲を切
り出し、サムネイル画像を生成する。また、切り出し部１３３は、人物検出部１３１Ａと
データ解析部１３２による解析結果に基づいて、広角動画の各フレームから一部の範囲を
切り出し、サムネイル動画を生成する。
【０１２６】
　例えば、人物が多く写っている範囲、音量が大きい音源方向の範囲などが、盛り上がっ
ている被写体が写っている範囲として判断され、広角動画から切り出される。また、撮影
時の進行方向の範囲、デジタルカメラ２の正面方向の範囲などが広角動画から切り出され
る。
【０１２７】
　ステップＳ９において、切り出し部１３３は、切り出したサムネイル画像とサムネイル
動画を、注目しているクリップのデータとしてクリップデータ記憶部１１３に記憶させる
。
【０１２８】
　ステップＳ１０において、再生部１１４は、全てのクリップに注目したか否かを判定す
る。再生部１１４は、全てのクリップに注目していないとステップＳ１０において判定し
た場合、ステップＳ４に戻り、注目するクリップを切り替えて以上の処理を繰り返す。全
てのクリップに注目したとステップＳ１０において判定された場合、処理は終了される。
【０１２９】
　以上においては、クリップの生成後に各クリップの解析が行われ、サムネイル画像の生
成などが行われるものとしたが、図４を参照して説明したようなイベント選択画面の表示
前のタイミングであれば他のタイミングに行われるようにしてもよい。
【０１３０】
　次に、図１５のフローチャートを参照して、情報処理装置１のクリップ再生処理につい
て説明する。図１５の処理は、例えば、メニュー画面にあるアイコンをタップするなどし
て広角動画管理アプリケーションの起動が指示されたときに開始される。
【０１３１】
　ステップＳ２１において、表示制御部１１６は、各イベントのサムネイル画像をクリッ
プデータ記憶部１１３から読み出し、並べて表示させる。例えば、表示制御部１１６は、
イベントに属するクリップの中から選択した１つのクリップのサムネイル画像をイベント
毎に表示させる。
【０１３２】
　これにより、図４を参照して説明したようなイベント選択画面が表示される。ユーザは
、上方向または下方向のドラッグ操作を行うことにより、サムネイル画像の表示を切り替
え、サムネイル画像をタップすることによって好みのイベントを選択することができる。
【０１３３】
　イベントが選択されたとき、ステップＳ２２において、表示制御部１１６は、選択され
たイベントに属する各クリップのサムネイル画像をクリップデータ記憶部１１３から読み
出し、並べて表示させる。撮影時刻順に並べたときに中央に位置するクリップについては
、表示制御部１１６はサムネイル動画をクリップデータ記憶部１１３から読み出して表示
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させる。
【０１３４】
　これにより、図５を参照して説明したようなクリップ選択画面が表示される。ユーザは
、上方向または下方向のドラッグ操作を行うことにより、サムネイル画像やサムネイル動
画の表示を切り替え、タップによって好みのクリップを選択することができる。
【０１３５】
　クリップが選択されたとき、ステップＳ２３において、再生部１１４は、選択されたク
リップを再生し、広角動画のデータを情報処理部１１５に出力する。
【０１３６】
　ステップＳ２４において、切り出し部１３３は、広角動画から一部の範囲の動画を切り
出し、切り出した各フレームからなる動画のデータを表示制御部１１６に出力する。
【０１３７】
　ステップＳ２５において、表示制御部１１６は、広角動画から切り出された動画をディ
スプレイ１１に表示させる。
【０１３８】
　これにより、図６を参照して説明したようなクリップ再生画面が表示される。ユーザは
、ドラッグ操作により表示範囲（広角動画からの切り出し範囲）を切り替えたり、ピンチ
アウト／ピンチイン操作により表示範囲を拡大縮小したりすることができる。
【０１３９】
　以上の処理により、ユーザは、画角が広い動画が先頭から表示される場合に較べて、好
みの区間のクリップの好みの範囲のみを表示させることができ、画角が広い動画を効率的
に見ることができる。
【０１４０】
［クリップ再生画面の他の例］
　図１６は、クリップ再生画面の他の例を示す図である。図１６のクリップ再生画面は、
例えば図４のイベント選択画面からイベントが選択されたときに表示される。
【０１４１】
　図１６のクリップ再生画面は、横長長方形の広い領域である動画表示領域１４１と、縦
長長方形の領域であるサムネイル表示領域１４２から構成される。動画表示領域１４１は
、ディスプレイ１１の略５／６の範囲を占めるように、ディスプレイ１１の右側に形成さ
れる。サムネイル表示領域１４２は動画表示領域１４１の左側に形成される。
【０１４２】
　動画表示領域１４１には、再生中のクリップの広角動画から切り出された動画が表示さ
れる。サムネイル表示領域１４２には、各クリップを表すサムネイル画像１５１乃至１５
５が時系列順に縦に並べて表示される。中央のサムネイル画像１５３にはカーソルＣがあ
てられている。動画表示領域１４１に表示されている動画は、サムネイル画像１５３によ
り内容が表されるクリップの広角動画から切り出されたものである。
【０１４３】
　ユーザは、サムネイル表示領域１４２上で上下方向のドラッグ操作を行うことにより、
サムネイル画像の表示を切り替えることができる。また、ユーザは、動画表示領域１４１
上でドラッグ操作を行うことにより、動画の切り出し範囲を切り替え、再生中のクリップ
の好みの範囲を見ることができる。
【０１４４】
　図１７は、クリップ再生画面のさらに他の例を示す図である。図１７のクリップ再生画
面は、サムネイル画像の表示領域と動画の表示領域の配置を図１６の画面と較べて変更し
たものである。
【０１４５】
　図１７のクリップ再生画面は、動画表示領域１７１とサムネイル表示領域１７２から構
成される。動画表示領域１７１は、ディスプレイ１１の略３／４の範囲を占めるように、
ディスプレイ１１の上側に形成される。サムネイル表示領域１７２は動画表示領域１７１
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の下側に形成される。
【０１４６】
　このように、クリップ再生画面の構成は適宜変更可能である。図１６と図１７の表示を
切り替えたり、図６と図１６の表示、図６と図１７の表示をそれぞれ切り替えたりするこ
とができるようにしてもよい。
【０１４７】
＜タイムシフト再生＞
　次に、タイムシフト再生について説明する。
【０１４８】
［タイムシフト再生について］
　図１８は、タイムシフト再生の概念を示す図である。
【０１４９】
　タイムシフト再生は、撮影時間が連続する複数のクリップの再生を先頭から同時刻に開
始し、それぞれのクリップの広角動画から切り出した動画を１画面に並べて表示させる機
能である。
【０１５０】
　図１８の例においては、３つのクリップであるクリップ＃１乃至＃３が、それぞれ先頭
の時刻ｔ１，ｔ２，ｔ３から同時に再生される。
【０１５１】
　また、白抜き矢印の先に示すように、クリップ＃１乃至＃３の広角動画から、それぞれ
枠Ｆ２１乃至Ｆ２３で示す範囲の動画が切り出され、１画面に並べて表示される。枠Ｆ２
１乃至Ｆ２３で示す範囲は、同じ方向にある同じ大きさの範囲である。
【０１５２】
　図１８の左側に示す実線矢印Ａ１は、クリップ＃１の撮影時における進行方向を表す。
図１８の中央に示す実線矢印Ａ２と右側に示す実線矢印Ａ３は、それぞれ、クリップ＃２
，＃３の撮影時における進行方向を表す。進行方向は、例えばセンサデータに含まれる加
速度や角速度のデータに基づいて特定される。枠Ｆ２１乃至Ｆ２３で示す範囲は、いずれ
も、撮影時の進行方向にある同じ範囲である。
【０１５３】
　各クリップは同じ時間毎に区切られているから、クリップの再生時間と同じ時間だけ時
間をシフトさせた、同じ範囲の動画が１画面に並べて表示されることになる。
【０１５４】
　動画の切り出し範囲の基準となる方向は撮影時の進行方向に限られない。例えば、音源
方向を基準として動画が切り出されるようにしてもよいし、特定の人物がいる方向を基準
として動画が切り出されるようにしてもよい。
【０１５５】
［タイムシフト再生のUIの例］
　図１９は、タイムシフト再生画面の例を示す図である。
【０１５６】
　図１９のタイムシフト再生画面は、例えば図４のイベント選択画面から所定のイベント
が選択されたときに表示される。イベントが選択されたとき、イベントに属するクリップ
のうち、撮影時間が連続する例えば３つのクリップの再生が開始される。
【０１５７】
　図１９の上段のタイムシフト再生画面においては、ディスプレイ１１が縦方向に３分割
され、上から順に、帯状の動画表示領域２０１乃至２０３が形成されている。
【０１５８】
　動画表示領域２０１には、撮影時刻を「14:30」とするクリップの広角動画から切り出
された動画が表示される。また、動画表示領域２０２には、撮影時刻を「14:40」とする
クリップの広角動画から切り出された動画が表示されている。動画表示領域２０３には、
撮影時刻を「14:50」とするクリップの広角動画から切り出された動画が表示されている
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。それぞれの表示領域の右端には、撮影時刻の情報が動画に重ねて表示されている。
【０１５９】
　各クリップの再生が開始されてから一定時間が経過した後、各動画が上方向にスクロー
ルし、下段の画面に示すように、動画表示領域２０１乃至２０３の各動画が切り替えられ
る。
【０１６０】
　下段のタイムシフト再生画面の動画表示領域２０１には、撮影時刻を「15:00」とする
クリップの広角動画から切り出された動画が表示されている。撮影時刻を「15:00」とす
るクリップは、上段のタイムシフト再生画面において一番下の動画表示領域２０３に表示
されていたクリップに続くクリップである。
【０１６１】
　また、下段のタイムシフト再生画面の動画表示領域２０２には、撮影時刻を「15:10」
とするクリップの広角動画から切り出された動画が表示され、動画表示領域２０３には、
撮影時刻を「15:20」とするクリップの広角動画から切り出された動画が表示されている
。
【０１６２】
　動画の切り替えは、各クリップの再生が最後まで終了したときに行われるようにしても
よいし、３分などの所定の時間が経過したときに行われるようにしてもよい。動画の切り
替えのタイミングをユーザが設定できるようにしてもよい。
【０１６３】
　動画表示領域２０１乃至２０３の各領域に表示される動画は、例えば上下方向のドラッ
グ操作がユーザにより行われたときにも切り替えられる。図１９の上段のタイムシフト再
生画面が表示されている状態で、３つの動画分の上方向のドラッグ操作が行われたとき、
タイムシフト再生画面の表示は、図１９の下段の画面に切り替わる。
【０１６４】
　図２０は、タイムシフト再生画面の切り替えについて説明する図である。
【０１６５】
　タイムシフト再生画面の切り替えは、各クリップの広角動画から切り出した動画を時系
列順に縦に並べ、そのうちの３つの動画を囲む枠ｆをユーザの操作に応じて上下に、また
は一定時間毎に下方向に移動させるようにして行われる。枠ｆにより囲まれている動画が
、動画表示領域２０１乃至２０３にそれぞれ表示されることになる。
【０１６６】
　例えば、クリップ＃１１乃至＃１３の広角動画から切り出された動画の表示が開始され
てから一定時間が経過した後、枠ｆで囲んで示すクリップ＃１４乃至＃１６の広角動画か
ら切り出された動画が表示される。また、クリップ＃１４乃至＃１６の広角動画から切り
出された動画の表示が開始されてから一定時間が経過した後、クリップ＃１７乃至＃１９
の広角動画から切り出された動画が表示される。クリップ＃１１乃至＃１９は撮影時間が
連続するクリップである。
【０１６７】
　以上のようなタイムシフト再生の機能を利用することにより、ユーザは、複数のクリッ
プを並行して見ることができる。ユーザは、クリップを１つずつ見る場合に較べて、広い
画角の動画を効率的に見ることが可能になる。
【０１６８】
　タイムシフト再生によって表示されている動画に対してタップが行われ、いずれかのク
リップが選択された場合、選択されたクリップの広角動画から切り出された動画がディス
プレイ１１全体に図６に示すようにして表示される。
【０１６９】
　例えば、図１９の上段のタイムシフト再生画面の動画表示領域２０１に表示されている
動画に対してタップ操作が行われた場合、撮影時刻を「14:30」とするクリップの広角動
画から切り出された動画が図６に示すようにして表示される。広角動画からの切り出し範
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囲は、例えば動画表示領域２０１に表示されていた範囲を含む範囲となる。
【０１７０】
　これにより、ユーザは、図１９に示すタイムシフト再生画面を見て、詳細を確認したい
クリップがあったときには、そのクリップを選択することによって、選択したクリップの
動画をディスプレイ１１に大きく表示させることができる。
【０１７１】
［タイムシフト再生処理］
　ここで、図２１のフローチャートを参照して、情報処理装置１のタイムシフト再生処理
について説明する。図２３の処理は、例えば、図４に示すイベント選択画面から所定のイ
ベントが選択されたときに開始される。
【０１７２】
　ステップＳ５１において、再生部１１４は、選択されたイベントに属する複数のクリッ
プの中から、撮影時間が連続する複数のクリップを撮影時刻が早いものから順に選択し、
再生する。再生部１１４は、再生して得られた各クリップの広角動画のデータを情報処理
部１１５に出力する。
【０１７３】
　ステップＳ５２において、切り出し部１３３は、各クリップの広角動画から同じ範囲の
動画を切り出す。各クリップの広角動画から切り出された動画のデータは表示制御部１１
６に供給される。
【０１７４】
　ステップＳ５３において、表示制御部１１６は、各クリップの広角動画から切り出され
た動画を図１９に示すように各動画表示領域に並べて表示させる。
【０１７５】
　ステップＳ５４において、再生部１１４は、上下方向のドラッグ操作がユーザにより行
われたか否かを判定する。
【０１７６】
　上下方向のドラッグ操作が行われたとステップＳ５４において判定した場合、ステップ
Ｓ５５において、再生部１１４は、再生するクリップをユーザの操作に応じて切り替える
。再生部１１４は、ステップＳ５１に戻り、新たに選択した複数のクリップの再生を開始
してそれ以降の処理を行う。
【０１７７】
　一方、上下方向のドラッグ操作が行われていないとステップＳ５４において判定した場
合、ステップＳ５６において、再生部１１４は、再生を開始してから一定時間が経過した
か否かを判定する。再生を開始してから一定時間が経過していないとステップＳ５６にお
いて判定した場合、再生部１１４は、ステップＳ５１に戻り、再生中のクリップの再生を
続行する。
【０１７８】
　一方、再生を開始してから一定時間が経過したとステップＳ５６において判定した場合
、ステップＳ５７において、再生部１１４は、ユーザにより選択されたイベントに属する
最後のクリップまで再生したか否かを判定する。
【０１７９】
　最後のクリップまで再生していないとステップＳ５７において判定した場合、ステップ
Ｓ５８において、再生部１１４は、再生するクリップを、それまで再生していたクリップ
に続く複数のクリップに切り替える。
【０１８０】
　その後、再生部１１４は、ステップＳ５１に戻り、新たに選択した複数のクリップの再
生を開始してそれ以降の処理を行う。一方、最後のクリップまで再生したとステップＳ５
７において判定された場合、処理は終了される。
【０１８１】
　以上の処理により、ユーザは、クリップを１つずつ見る場合に較べて、広い画角の動画
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を効率的に見ることが可能になる。
【０１８２】
　タイムシフト再生時に広角動画から切り出した動画を表示させるのではなく、予め生成
された、各クリップのサムネイル動画を用いて図１９に示すような画面が表示されるよう
にしてもよい。
【０１８３】
［タイムシフト再生時のUIの他の例］
　図２２は、タイムシフト再生画面の他の例を示す図である。
【０１８４】
　図２２の例においては、ディスプレイ１１が垂直方向に６分割され、動画表示領域２２
１乃至２２６が形成されている。動画表示領域２２１乃至２２６には、撮影時間が連続す
る６つのクリップの広角動画から切り出された動画が表示される。例えば、撮影時刻を「
14:30」とするクリップの広角動画から切り出された動画が一番上の動画表示領域２２１
に表示され、そのクリップに続く各クリップの広角動画から切り出された動画が動画表示
領域２２２乃至２２６に表示される。
【０１８５】
　このように、一画面に並べて表示する動画を３つ以上とすることも可能である。例えば
、ユーザが情報処理装置１の向きを横向きから縦向きに変えたとき、タイムシフト再生時
の画面は、図１９に示す画面から図２２に示す画面に切り替わる。
【０１８６】
　図２３は、再生時刻の変更の例を示す図である。
【０１８７】
　図２３のタイムシフト再生画面は図１９の上段の画面と同じである。動画表示領域２０
１には、撮影時刻を「14:30」とするクリップの広角動画から切り出された動画が表示さ
れ、動画表示領域２０２には、撮影時刻を「14:40」とするクリップの広角動画から切り
出された動画が表示されている。動画表示領域２０３には、撮影時刻を「14:50」とする
クリップの広角動画から切り出された動画が表示されている。
【０１８８】
　この状態において、例えば、白抜き矢印Ａ１１で示すように、撮影時刻を「14:40」と
するクリップの動画上で左方向のドラッグ操作が行われた場合、撮影時刻を「14:40」と
するクリップのみ、再生時刻の巻き戻しが行われる。また、白抜き矢印Ａ１２で示すよう
に右方向のドラッグ操作が行われた場合、撮影時刻を「14:40」とするクリップのみ、再
生時刻の早送りが行われる。
【０１８９】
　このように、複数の動画を並行して再生させるのではなく、ユーザが再生時刻を指定で
きるようにしてもよい。また、ユーザにより選択されたクリップのみを対象として再生時
刻の巻き戻しまたは早送りを行うのではなく、複数の動画の再生時刻を一括して巻き戻し
または早送りさせることができるようにしてもよい。
【０１９０】
　また、以上においては、各クリップの広角動画から切り出した帯状の動画を表示させる
ものとしたが、表示画面の構成は適宜変更可能である。
【０１９１】
　図２４は、タイムシフト再生画面のさらに他の例を示す図である。
【０１９２】
　図２４の例においては、画面全体が縦方向に３分割されるとともに横方向にも３分割さ
れ、動画の表示領域として動画表示領域２４１乃至２４９の９つの領域が形成されている
。この場合、広角動画からの切り出し範囲は、横方向の長さが縦方向の長さに対して若干
長い横長長方形の範囲となり、そのような範囲の動画が動画表示領域２４１乃至２４９の
各領域に表示される。
【０１９３】
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　図２４の例においては、撮影時刻を「14:30」とするクリップの広角動画から切り出さ
れた動画が左上の動画表示領域２４１に表示されている。また、撮影時刻を「14:30」と
するクリップに続く８個の各クリップの広角動画から切り出された動画が動画表示領域２
４２乃至２４９に表示されている。
【０１９４】
　以上のように、タイムシフト再生時の画面には複数のクリップの動画が表示されるが、
撮影時刻以外の、クリップに関する各種の情報を動画とともに表示させるようにすること
も可能である。
【０１９５】
　図２５は、お気に入りアイコンを動画に重ねて表示する場合の例を示す図である。
【０１９６】
　この例においては、ユーザは、並べて表示される動画を見てお気に入りのクリップがあ
った場合、そのことを表す情報をクリップに設定することができるようになされている。
お気に入りのクリップの選択は、例えば、並べて表示されている動画に対してタップを一
定時間以上続けるなどの所定の操作によって行われる。
【０１９７】
　お気に入りのクリップが選択された場合、表示制御部１１６は、選択されたクリップの
動画に重ねて、星形などの所定の形状のアイコンをお気に入りアイコンとして表示させる
。また、情報処理部１１５は、お気に入りのクリップとして選択されたことを表す情報を
クリップのメタデータとして設定する。
【０１９８】
　図２５の例においては、クリップ＃２１乃至＃２７のうち、クリップ＃２１、＃２３、
＃２６の動画に対して、お気に入りアイコン２６１乃至２６３が付加されている。
【０１９９】
　お気に入りアイコンが表示されることにより、ユーザは、タイムシフト再生時の画面を
スクロールしてクリップの内容を見ているときなどに、過去に、自分がお気に入りとして
設定したクリップであることを確認することができる。
【０２００】
　メタデータとして設定された、お気に入りのクリップであることを表す情報は、例えば
、クリップのダイジェスト版を生成するときに用いられる。ダイジェスト版のコンテンツ
は、あるイベントに属するクリップの中から選択された所定の数のクリップを結合するこ
とによって生成される動画コンテンツである。
【０２０１】
　例えば、あるイベントが選択され、ダイジェスト版の生成がユーザにより指示された場
合、情報処理部１１５は、お気に入りのクリップとして選択されたことを表す情報をメタ
データに含むクリップを優先的に組み込むようにしてコンテンツを生成する。
【０２０２】
　このように、クリップのメタデータに対してタグとなる各種の情報を設定することがで
きるようにしてもよい。
【０２０３】
　図２６は、盛り上がり区間を含むクリップの広角動画から切り出された動画を強調表示
する場合の例を示す図である。
【０２０４】
　この例においては、各クリップを対象として、盛り上がり区間を含むクリップであるか
否かの判定が行われるようになされている。
【０２０５】
　盛り上がり区間を含むクリップであるか否かは、例えば、人物検出部１３１Ａにより検
出された人物の数、オーディオデータに基づいてデータ解析部１３２により検出された音
量などに基づいて情報処理部１１５により判定される。閾値以上の数の人物が写っている
クリップなどが、盛り上がり区間を含むクリップとして判定される。情報処理部１１５は
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、盛り上がり区間を含むと判定したクリップに対して、そのことを表す情報をメタデータ
として設定する。
【０２０６】
　表示制御部１１６は、盛り上がり区間を含むクリップの動画に所定の色の枠の画像を付
加し、強調して表示させる。
【０２０７】
　図２６の例においては、クリップ＃３１乃至＃４１のうち、クリップ＃３２、＃３６、
＃３９の動画が強調して表示されている。
【０２０８】
　強調して表示されることにより、ユーザは、タイムシフト再生画面をスクロールしてク
リップの内容を見ているときなどに、盛り上がり区間を含むクリップであることを容易に
確認することができる。
【０２０９】
＜マルチスクリーン表示＞
　次に、マルチスクリーン表示について説明する。
【０２１０】
　マルチスクリーン表示は、１つのクリップの広角動画に対して複数の切り出し範囲を設
定し、切り出した複数の動画を一画面に表示させる機能である。
【０２１１】
［マルチスクリーン表示の第１の例］
　図２７は、マルチスクリーン表示の第１の例を示す図である。
【０２１２】
　図２７の動画再生画面においては、ディスプレイ１１が上下に２分割され、領域３０１
と領域３０２が形成されている。領域３０１は、ディスプレイ１１の略３／４の範囲を占
めるように、ディスプレイ１１の上側に形成される。領域３０２は領域３０１の下側に形
成される。
【０２１３】
　領域３０１には、ほぼまっすぐな道路の両脇に木々がある風景を被写体とする動画が表
示されている。領域３０２には、オートバイのハンドル中央に設けられたインジケータ類
を被写体とする動画が表示されている。図２７の動画再生画面に表示されている動画は、
それぞれ、オートバイの運転中に撮影されたクリップの広角動画から切り出された動画で
ある。
【０２１４】
　図２８は、動画の切り出し範囲の例を示す図である。
【０２１５】
　撮影位置である位置Ｐ１は、オートバイの運転手の略胸元前方付近の位置である。矢印
Ａ２１は撮影中の進行方向を示す。
【０２１６】
　この場合、切り出し部１３３は、枠Ｆ３１で示す、縦横比が領域３０１の縦横比とほぼ
同じ横長長方形の範囲を切り出し範囲として設定する。枠Ｆ３１で示す切り出し範囲は、
例えば、撮影中の進行方向の被写体であり、かつ、動きが大きく遠くにある被写体を含む
ように設定されたものである。切り出し部１３３は、枠Ｆ３１で示す範囲から切り出した
、進行方向前方の風景を被写体とする動画の表示領域として領域３０１を割り当てる。
【０２１７】
　また、切り出し部１３３は、枠Ｆ３２で示す、縦横比が領域３０２の縦横比とほぼ同じ
帯状の範囲を切り出し範囲として設定する。枠Ｆ３２で示す切り出し範囲は、例えば、撮
影中の進行方向の被写体であり、かつ、動きが小さく近くにある被写体を含むように設定
されたものである。切り出し部１３３は、枠Ｆ３２で示す範囲から切り出した、インジケ
ータ類を被写体とする動画の表示領域として領域３０２を割り当てる。
【０２１８】
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　この例においては、動画の切り出し範囲の設定と、切り出した動画の表示領域への割り
当てが、撮影中の進行方向、被写体の動きの量、および被写体までの距離に基づいて行わ
れることになる。
【０２１９】
　すなわち、撮影中の進行方向の動画であり、動きが大きく遠くにある被写体を含む動画
が、広い領域である領域３０１に割り当てられる。また、撮影中の進行方向の動画であり
、動きが小さく近くにある被写体を含む動画が、狭い領域である領域３０２に割り当てら
れる。撮影中の進行方向は、撮影中に検出された角速度、加速度のセンサデータに基づい
て特定される。また、被写体の動きの量と被写体までの距離は、広角動画を解析すること
によって特定される。
【０２２０】
　なお、切り出し範囲の数と形状は、例えば、ユーザにより選択された動画再生画面の領
域レイアウトに応じて決定される。ユーザは、マルチスクリーン表示の対象とするクリッ
プを選択する前や後に、予め用意されている複数のレイアウトの中から好みの領域レイア
ウトを選択することになる。
【０２２１】
　このような画面が表示されることにより、ユーザは、運転中に見ていた前方の風景とイ
ンジケータ類の動きを見比べることができる。また、前方の風景とインジケータ類の動き
は運転中の様子を見返すユーザにとっては興味のある被写体といえるから、ユーザは、運
転中の広角動画の撮影範囲全体が表示される場合に較べて、広角動画を効率的に見ること
ができる。
【０２２２】
　ユーザは、各領域に表示されている動画に対して操作を行うことにより、動画の切り出
し範囲を変更することができる。例えば、領域３０１に表示されている動画に対してタッ
プが行われた場合、枠Ｆ３１で示す範囲を含む動画が同じ広角動画から切り出され、ディ
スプレイ１１全体に図６に示すようにして表示される。ユーザは、運転中の前方の風景が
全体に表示される図６に示す画面においてドラッグ操作を行うことにより、前方の風景以
外の好みの風景を確認することもできる。
【０２２３】
　また、領域３０１に表示されている動画に対してドラッグ操作が行われた場合、枠Ｆ３
１で示す範囲がドラッグ操作に応じて移動し、異なる範囲の動画が広角動画から切り出さ
れる。切り出された動画は領域３０１に表示される。
【０２２４】
　さらに、領域３０１に表示されている動画に対してピンチアウト／ピンチイン操作が行
われた場合、枠Ｆ３１で示す範囲のサイズが、縦横比を維持したまま切り替わり、画角の
異なる範囲の動画が広角動画から切り出される。切り出された動画は領域３０１に表示さ
れる。
【０２２５】
　領域３０２に表示されている動画についても同様に、ユーザの操作に応じて表示が切り
替えられる。後述するマルチスクリーン表示の他の画面の動画についても同様である。
【０２２６】
［マルチスクリーン表示の第２の例］
　図２９は、マルチスクリーン表示の第２の例を示す図である。
【０２２７】
　図２９の動画再生画面は、台形の領域である領域３１１、領域３１１と対向する台形の
領域である領域３１２、および、それ以外の領域である領域３１３から構成される。
【０２２８】
　領域３１１は、ディスプレイ１１の上辺を下底とし、下底の略１／２の長さの上底を有
する台形の領域であり、ディスプレイ１１の上側に形成される。領域３１２は、ディスプ
レイ１１の下辺を下底とし、下底の略１／２の長さの上底を有する台形の領域であり、デ
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ィスプレイ１１の下側に形成される。領域３１１と領域３１２の高さはそれぞれディスプ
レイの垂直方向の長さの略１／４であり、その上底同士は所定の距離だけ離れている。
【０２２９】
　領域３１１には、オートバイの運転手を被写体とする動画が表示され、領域３１２には
、オートバイのハンドル中央に設けられたインジケータ類を被写体とする動画が表示され
ている。領域３１１と領域３１２に挟まれた領域である領域３１３には、ほぼまっすぐな
道路の両脇に木々がある風景を被写体とする動画が表示されている。図２９の動画再生画
面に表示されている動画も、それぞれ、オートバイの運転中に撮影されたクリップの広角
動画から切り出された動画である。
【０２３０】
　図３０は、動画の切り出し範囲の例を示す図である。
【０２３１】
　撮影位置である位置Ｐ１は、オートバイの運転手の略胸元前方付近の位置である。矢印
Ａ２１は撮影中の進行方向を示す。
【０２３２】
　この場合、切り出し部１３３は、枠Ｆ４１で示す、縦横比がディスプレイ１１の縦横比
とほぼ同じ横長長方形の範囲を切り出し範囲として設定する。枠Ｆ４１で示す切り出し範
囲は、例えば、撮影中の進行方向の被写体であり、かつ、動きが大きく遠くにある被写体
を含むように設定されたものである。切り出し部１３３は、枠Ｆ４１で示す範囲から切り
出した、進行方向前方の風景を被写体とする動画の表示領域として領域３１３を割り当て
る。
【０２３３】
　また、切り出し部１３３は、枠Ｆ４２で示す、縦横比が領域３１２の下底と高さの比と
ほぼ同じ帯状の範囲を切り出し範囲として設定する。枠Ｆ４２で示す切り出し範囲は、例
えば、撮影中の進行方向の被写体であり、かつ、動きが小さく近くにある被写体を含むよ
うに設定されたものである。切り出し部１３３は、枠Ｆ４２で示す範囲から切り出したイ
ンジケータ類を被写体とする動画の表示領域として領域３１２を割り当てる。
【０２３４】
　切り出し部１３３は、枠Ｆ４３で示す、縦横比が領域３１１の下底と高さの比とほぼ同
じ帯状の範囲を切り出し範囲として設定する。枠Ｆ４３で示す切り出し範囲は、例えば、
撮影中の進行方向と反対方向の被写体であり、かつ、動きが小さく近くにいる人物を含む
ように設定されたものである。切り出し部１３３は、枠Ｆ４３で示す範囲から切り出した
、運転手を被写体とする動画の表示領域として領域３１１を割り当てる。
【０２３５】
　この例においては、動画の切り出し範囲の設定と、切り出した動画の表示領域への割り
当てが、撮影中の進行方向、被写体の動きの量、被写体までの距離、および人物の位置に
基づいて設定される。
【０２３６】
　すなわち、撮影中の進行方向の動画であり、動きが大きく遠くにある被写体を含む動画
が、広い領域である領域３１３に割り当てられる。また、撮影中の進行方向の被写体であ
り、かつ、動きが小さく近くにある被写体を含む動画が、狭い領域である領域３１２に割
り当てられる。さらに、撮影中の進行方向と反対方向の被写体であり、かつ、動きが小さ
く近くにいる人物を含む動画が、狭い領域である領域３１１に割り当てられる。
【０２３７】
　このような領域レイアウトの画面を表示することにより、情報処理装置１は、クリップ
の奥行き感（スピード感）を強調することが可能になる。
【０２３８】
　また、ユーザは、運転中に見ていた前方の風景と、インジケータ類の動きと、運転手の
様子とを見比べることができる。ユーザは、運転中の広角動画の撮影範囲全体を見る場合
に較べて、広い画角の動画を効率的に見ることができる。
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【０２３９】
　センサデータに基づいて特定される撮影中の移動速度に応じて画面構成が変更されるよ
うにしてもよい。例えば、情報処理装置１は、撮影中の移動速度が閾値の速度以上である
場合、台形の領域をより広くするなどして図２９の画面構成を変更する。これにより、情
報処理装置１は、奥行き感などのユーザが受ける印象を移動速度に応じて強調することが
可能になる。
【０２４０】
［マルチスクリーン表示の第３の例］
　図３１は、マルチスクリーン表示の第３の例を示す図である。
【０２４１】
　図３１の動画再生画面においては、図２７の画面と同様に、ディスプレイ１１が上下に
２分割され、領域３２１と領域３２２が形成されている。
【０２４２】
　領域３２１には、演劇発表会の出演者を被写体とする動画が表示されている。領域３２
２には、演劇発表会の観客を被写体とする動画が表示されている。すなわち、図３１の動
画再生画面に表示されている動画は、それぞれ、演劇発表会の最中に撮影されたクリップ
の広角動画から切り出された動画である。
【０２４３】
　図３２は、動画の切り出し範囲の例を示す図である。
【０２４４】
　撮影位置である位置Ｐ１は、発表会の舞台と観客席の間の位置である。矢印Ａ２１は舞
台の方向を示す。
【０２４５】
　この場合、切り出し部１３３は、枠Ｆ５１で示す、縦横比が領域３２１の縦横比とほぼ
同じ横長長方形の範囲を切り出し範囲として設定する。枠Ｆ５１で示す切り出し範囲は、
例えば、動きが大きく、音源方向にある被写体を含むように設定されたものである。切り
出し部１３３は、枠Ｆ５１で示す範囲から切り出した、舞台上の出演者を被写体とする動
画の表示領域として領域３２１を割り当てる。
【０２４６】
　また、切り出し部１３３は、枠Ｆ５２で示す、縦横比が領域３２２の縦横比とほぼ同じ
帯状の範囲を切り出し範囲として設定する。枠Ｆ５２で示す切り出し範囲は、例えば、動
きが大きく、音源方向にある被写体と反対方向の被写体であり、かつ、動きが小さい人物
を被写体として含むように設定されたものである。切り出し部１３３は、枠Ｆ５２で示す
範囲から切り出した観客を被写体とする動画の表示領域として領域３２２を割り当てる。
【０２４７】
　この例においては、動画の切り出し範囲の設定と、切り出した動画の表示領域への割り
当てが、撮影中の音源方向、被写体の動きの量に基づいて設定されることになる。
【０２４８】
　すなわち、撮影中の音源方向の被写体であり、動きが大きい被写体を含む動画が、広い
領域である領域３０１に割り当てられる。また、撮影中の音源方向と反対方向の被写体で
あり、動きが小さい被写体を含む動画が、狭い領域である領域３０２に割り当てられる。
撮影中の音源方向は、クリップのオーディオデータに基づいて特定される。また、被写体
の動きの量は広角動画を解析することによって特定される。
【０２４９】
　このような画面が表示されることにより、ユーザは、演劇の内容と観客の様子を見比べ
ることができる。また、ユーザは、演劇中の撮影範囲全体を見る場合に較べて、広い画角
の動画を効率的に見ることができる。
【０２５０】
［マルチスクリーン表示の第４の例］
　図３３は、マルチスクリーン表示の第４の例を示す図である。
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【０２５１】
　図３３の動画再生画面においては、ディスプレイ１１が左右に２分割され、右半分だけ
がさらに上下に２分割されることによって領域３３１乃至３３３が形成されている。領域
３３１は、ディスプレイ１１の略１／２の範囲を占めるように、ディスプレイ１１の左半
分に形成される。領域３３２は、ディスプレイ１１の略１／４の範囲を占めるように、デ
ィスプレイ１１の右上に形成される。領域３３３は領域３３２の下側に形成される。
【０２５２】
　領域３２１には、２人のプレーヤーがいるテニスコートを被写体とする動画が表示され
ている。領域３３２と領域３３３には、それぞれ、プレーヤーを被写体とする動画が表示
されている。図３３の動画再生画面に表示されている動画は、それぞれ、テニスのプレー
中に撮影されたクリップの広角動画から切り出された動画である。
【０２５３】
　図３４は、動画の切り出し範囲の例を示す図である。
【０２５４】
　撮影位置である位置Ｐ１は、テニスコート全体を見下ろすことができる観客席の位置で
ある。矢印Ａ２１はテニスコートの方向を示す。
【０２５５】
　この場合、切り出し部１３３は、枠Ｆ６１で示す、縦横比が領域３３１の縦横比とほぼ
同じ長方形の範囲を切り出し範囲として設定する。枠Ｆ６１で示す切り出し範囲は、例え
ば、動きが大きい２人の人物を常に含むように設定されたものである。切り出し部１３３
は、枠Ｆ６１で示す範囲から切り出した、テニスコート全体を被写体とする動画の表示領
域として領域３３１を割り当てる。
【０２５６】
　また、切り出し部１３３は、枠Ｆ６２で示す、縦横比が領域３３２の縦横比とほぼ同じ
長方形の範囲を切り出し範囲として設定する。枠Ｆ６１で示す切り出し範囲内の一部の範
囲の動画が切り出されることになる。枠Ｆ６２で示す切り出し範囲は、例えば、動きが大
きく、遠くにいる人物を被写体として含むように設定されたものである。切り出し部１３
３は、枠Ｆ６２で示す範囲から切り出した、２人のプレーヤーのうちの遠くにいるプレー
ヤーを被写体とする動画の表示領域として領域３３２を割り当てる。
【０２５７】
　切り出し部１３３は、枠Ｆ６３で示す、縦横比が領域３３３の縦横比とほぼ同じ長方形
の範囲を切り出し範囲として設定する。枠Ｆ６３で示す切り出し範囲は、例えば、動きが
大きく、近くにいる人物を被写体として含むように設定されたものである。切り出し部１
３３は、枠Ｆ６３で示す範囲から切り出した、２人のプレーヤーのうちの近くにいるプレ
ーヤーを被写体とする動画の表示領域として領域３３３を割り当てる。
【０２５８】
　この例においては、動画の切り出し範囲の設定と、切り出した動画の表示領域への割り
当てが、被写体の動きの量、および人物の位置に基づいて行われることになる。また、広
い範囲と、その内部の一部の範囲を切り出すように切り出し範囲の設定が行われる。
【０２５９】
　上述したように、各クリップのメタデータには、広角動画に写っている人物の人物IDと
人物位置情報が時刻情報と対応付けて設定されている。
【０２６０】
　枠Ｆ６２で示す切り出し範囲は、人物位置情報に基づいて、同じ人物の動きに追尾して
設定される。枠Ｆ６３で示す切り出し範囲も同様に、人物位置情報に基づいて、同じ人物
の動きに追尾して設定される。
【０２６１】
　これにより、領域３３２には同じ人物が表示され続け、領域３３３には同じ人物が表示
され続けることになる。
【０２６２】
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　広い画角の動画とその動画のうちの一部に寄った動画が並べて表示されることにより、
ユーザは、テニスコート全体の様子と２人のプレーヤーのそれぞれの様子を見比べること
ができる。また、ユーザは、広い画角の動画を見てからプレーヤーに寄った動画を見ると
いったようにクリップを１つずつ見る場合に較べて、広い画角の動画を効率的に見ること
ができる。
【０２６３】
［マルチスクリーン表示の第５の例］
　図３５は、マルチスクリーン表示の第５の例を示す図である。
【０２６４】
　図３５の動画再生画面においては、ディスプレイ１１が左右に２分割され、左半分だけ
がさらに上下に２分割されることによって領域３４１乃至３４３が形成されている。領域
３４１は、ディスプレイ１１の略１／４の範囲を占めるように、ディスプレイ１１の左上
に形成される。領域３４２は、ディスプレイ１１の略１／４の範囲を占めるように、ディ
スプレイ１１の左下に形成される。領域３４３は、ディスプレイ１１全体の略１／２の範
囲を占めるように、ディスプレイ１１の右半分に形成される。
【０２６５】
　領域３４１には、風景を被写体とする動画が表示され、領域３４２には、自転車に乗っ
ている人物を被写体とする動画が表示されている。図３５の動画再生画面に表示されてい
る動画は、それぞれ、自転車の運転中に撮影されたクリップの広角動画から切り出された
動画である。
【０２６６】
　動画の切り出し範囲は、図３０の枠Ｆ４１と枠Ｆ４３で示す切り出し範囲とほぼ同様で
ある。撮影中の進行方向の被写体であり、かつ、動きが大きく遠くにある被写体を含む範
囲の動画が広角動画から切り出され、領域３４１に割り当てられる。また、撮影中の進行
方向と反対方向の被写体であり、かつ、動きが小さく近くにいる人物を含む範囲の動画が
領域３４２に割り当てられる。
【０２６７】
　領域３４３には、インターネット上のサーバなどからダウンロードされた地図が表示さ
れている。地図上にはアイコン３５１が表示され、撮影時の位置が示されている。上述し
たように、各クリップのメタデータには、撮影時の位置を表す情報が含まれている。
【０２６８】
　このように、広角動画から切り出した動画とともに、動画に関連する各種の情報を表示
させるようにすることも可能である。これにより、ユーザは、動画に関連する情報を確認
しながら、広い画角の動画を効率的に見ることができる。
【０２６９】
　図３５の動画再生画面の中央下方にはアイコン３６１とアイコン３６２が並べて表示さ
れている。アイコン３６１とアイコン３６２は表示モードを切り替えるときに操作される
。図３５の動画再生画面が表示されているとき、アイコン３６１のみが操作可能となり、
アイコン３６２は操作不可の状態になる。
【０２７０】
　図３６は、図３５の動画再生画面が表示されている状態でアイコン３６１が操作された
ときに表示される画面の例を示す図である。
【０２７１】
　アイコン３６１が操作されたとき、図３５の動画再生画面の領域３４１に表示されてい
た動画が、上下に弓形の黒領域を付した形でディスプレイ１１に拡大して表示される。こ
のような表示によっても、情報処理装置１は、クリップの奥行き感を強調することが可能
になる。
【０２７２】
　図３６の動画再生画面が表示されている状態でアイコン３６２が操作されたとき、ディ
スプレイ１１の表示は図３５の動画再生画面に切り替わる。図３６の動画再生画面が表示
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されているとき、アイコン３６２のみが操作可能となり、アイコン３６１は操作不可の状
態になる。
【０２７３】
［マルチスクリーン表示処理］
　ここで、図３７のフローチャートを参照して、情報処理装置１のマルチスクリーン表示
処理について説明する。図３７の処理は、例えば、図５に示すクリップ選択画面から再生
対象とするクリップが選択されたときに開始される。
【０２７４】
　再生対象とするクリップが選択されたとき、ディスプレイ１１には、領域レイアウトの
選択画面が表示される。ユーザは、選択画面に表示される複数種類の領域レイアウトの中
から、好みの領域レイアウトを選択することが可能となる。
【０２７５】
　ステップＳ６１において、切り出し部１３３は、選択画面に対するユーザの操作に応じ
て、領域レイアウトを選択する。切り出し部１３３は、領域レイアウトに応じて、広角動
画から動画を切り出す範囲の大きさ、形状、数を決定する。
【０２７６】
　ステップＳ６２において、再生部１１４は、再生対象のクリップを再生し、広角動画の
データを情報処理部１１５に出力する。
【０２７７】
　ステップＳ６３において、画像解析部１３１は、広角動画の撮影範囲全体の解析を行う
。例えば、画像解析部１３１は、広角動画に写っているシーンの認識、広角動画に写って
いる被写体毎の動きの量、被写体までの距離などを特定する。画像解析部１３１は、解析
結果のデータを切り出し部１３３に出力する。
【０２７８】
　ステップＳ６４において、データ解析部１３２は、再生対象のクリップのオーディオデ
ータとメタデータをクリップデータ記憶部１１３から読み出し、解析する。例えば、デー
タ解析部１３２は、オーディオデータを解析することによって音源方向を特定する。また
、データ解析部１３２は、角速度、加速度のデータに基づいて撮影時の進行方向を特定す
る。
【０２７９】
　クリップに写っている人物の検出と同様に、ステップＳ６３とステップＳ６４において
行われる解析がクリップの再生前に予め行われるようにしてもよい。この場合、解析結果
のデータは各クリップのメタデータとして設定される。
【０２８０】
　ステップＳ６５において、切り出し部１３３は、領域レイアウトに応じた動画の切り出
し範囲を設定する。また、切り出し部１３３は、切り出した動画を表示領域に割り当てる
。切り出し範囲の設定と表示領域に対する動画の割り当ては、画像解析部１３１とデータ
解析部１３２による解析結果、および再生対象のクリップのメタデータに含まれる人物の
情報に基づいて、図２８、図３０、図３２、または図３４を参照して説明したようにして
行われる。
【０２８１】
　ステップＳ６６において、切り出し部１３３は、設定した切り出し範囲に従って、クリ
ップの広角動画から動画を切り出す。
【０２８２】
　ステップＳ６７において、表示制御部１１６は、広角動画から切り出された動画を、図
２７、図２９、図３１、または図３３を参照して説明したように各領域に表示させる。
【０２８３】
　ステップＳ６８において、再生部１１４は、再生終了か否かを判定し、再生終了ではな
いと判定した場合、ステップＳ６２以降の処理を繰り返す。繰り返し行われる処理におい
ては、ユーザによる操作が行われた場合や人物の追尾を行う場合などに、切り出し範囲の
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設定が再度行われる。一方、再生終了であるとステップＳ６８において判定された場合、
処理は終了される。
【０２８４】
　以上の処理により、ユーザは、広い画角の動画を効率的に見ることができる。
【０２８５】
　以上においては、領域レイアウトがユーザにより選択されるものとしたが、人物検出の
結果、広角動画の解析結果、オーディオデータやセンサデータの解析結果などに基づいて
情報処理装置１により自動的に選択されるようにしてもよい。
【０２８６】
　また、切り出し範囲の設定と各表示領域への動画の割り当てがクリップの再生時に行わ
れるものとしたが、例えば図２７に示すような動画再生画面を表示するためのクリップが
、予め生成されるようにしてもよい。予め生成されたマルチスクリーン表示用のクリップ
の再生が指示されたとき、図２７に示すような動画再生画面が表示される。
【０２８７】
＜人物追尾再生＞
　次に、人物追尾再生について説明する。
【０２８８】
［人物追尾再生について］
　図３８は、人物追尾再生の概念を示す図である。
【０２８９】
　人物追尾再生は、特定の人物の動きに切り出し範囲を追尾させ、同じ人物が写る動画を
表示させ続ける機能である。人物追尾再生は、再生対象のクリップのメタデータに含まれ
る人物IDと人物位置情報を用いて実現される。
【０２９０】
　図３８に示すクリップ＃５１は、時刻ｔ１１から時刻ｔ１４までの時間を再生時間とす
るクリップである。１人の人物が、時刻ｔ１１から時刻ｔ１２までは位置Ｐ１１に写り、
時刻ｔ１２から時刻ｔ１３までは位置Ｐ１２に写っている。また、同じ人物が、時刻ｔ１
３から時刻ｔ１４までは位置Ｐ１３に写っている。このような各時刻の人物の位置を表す
情報がメタデータに含まれている。
【０２９１】
　クリップ＃５１に写る人物を対象とした人物追尾再生が指示された場合、時刻ｔ１１か
ら時刻ｔ１２までは、位置Ｐ１１を含む、枠Ｆ１０１で示す範囲の動画が切り出され、表
示される。また、時刻ｔ１２から時刻ｔ１３までは、位置Ｐ１２を含む、枠Ｆ１０２で示
す範囲の動画が切り出され、表示される。時刻ｔ１３から時刻ｔ１４までは、位置Ｐ１３
を含む、枠Ｆ１０３で示す範囲の動画が切り出され、表示される。
【０２９２】
　これにより、ディスプレイ１１には、クリップ＃５１に写っている同じ人物が常に表示
され続けることになる。ユーザは、自分が選択した人物に注目してクリップを見ることが
できる。
【０２９３】
［人物追尾再生の第１の例］
　図３９は、顔画像選択画面の例を示す図である。
【０２９４】
　顔画像選択画面は、追尾対象とする人物の選択に用いられる。図３９の顔画像選択画面
には、人物の顔の画像である顔画像４０１乃至４１２が、３行４列に並べて画面中央付近
に表示されている。顔画像４０１乃至４１２は、それぞれランダムに角度を変えて、一部
が重なり合うように表示されている。顔画像４０１乃至４１２の背景には、再生対象のク
リップの画像が表示されている。
【０２９５】
　顔画像４０１乃至４１２は、再生対象のクリップに写っている全ての人物の顔の画像で



(29) JP 2014-220722 A 2014.11.20

10

20

30

40

50

ある。顔の画像は、例えば人物追尾再生を開始する前に再生対象のクリップの広角動画か
ら切り出される。
【０２９６】
　ユーザは、顔画像をタップすることによって、追尾対象とする人物を選択することがで
きる。図３９の例においては、顔画像４０１がカーソルＣによって選択された状態になっ
ている。
【０２９７】
　このように、追尾対象とする人物の選択は、人物の顔を指定することによって行われる
。
【０２９８】
　図４０は、追尾再生画面の例を示す図である。
【０２９９】
　追尾再生画面は、追尾対象とする人物が選択されたときに表示される。人物が選択され
たとき、クリップ全体のうち、選択された人物が写っている時刻から再生が開始され、追
尾対象とする人物を含む範囲の動画が広角動画から切り出される。切り出された動画は画
面全体に表示される。
【０３００】
　図４０に示すように、追尾再生画面の下方には、再生対象のクリップの動画に重ねて、
顔画像４２１乃至４２８が横に並べて表示される。図４０の例においては、破線で囲んで
示す顔画像の表示領域４３１が、再生対象のクリップの動画の表示領域である画面全体の
内側に形成されている。
【０３０１】
　顔画像４２１乃至４２８は、再生中のシーンに写っている人物全員の、いまの顔の動画
である。顔画像４２５にカーソルＣがあてられ、顔画像４２５の顔の人物が追尾対象にな
っていることが表されている。
【０３０２】
　ユーザは、追尾再生画面の下に並べて表示されている顔画像をタップすることによって
、追尾対象とする人物を切り替えることができる。
【０３０３】
　図４１は、追尾再生画面に表示する顔画像の切り出しについて説明する図である。
【０３０４】
　左奥の位置Ｐ１１に写っている人物が、いま追尾対象になっている人物である。追尾再
生画面の全体には、枠Ｆ１０１で示す、追尾対象の人物を含む範囲の動画が表示される。
【０３０５】
　図４１の例においては、いま再生中のシーンには、位置Ｐ２１乃至Ｐ２６にいる６人の
人物が、追尾対象の人物（位置Ｐ１１にいる人物）以外に写っている。枠Ｆ１０１で示す
範囲の外にいるから、追尾対象の人物以外の６人の人物は、いまは、顔画像によって顔が
表示されることを除いて、追尾再生画面に表示されていない人物である。
【０３０６】
　このとき、追尾対象の位置Ｐ１１にいる人物を含む範囲の動画以外に、枠Ｆ１１１乃至
Ｆ１１６で示す６人の人物の顔を含む範囲の動画も広角動画から切り出される。切り出さ
れた動画が、追尾対象の人物の顔画像とともに、図４０に示すように顔画像として並べて
表示される。追尾対象の人物の顔画像は、例えば、枠Ｆ１０１で示す範囲の動画の表示範
囲を制限することによって表示される。
【０３０７】
　例えば、位置Ｐ２１にいる人物の顔画像が追尾再生画面において選択された場合、新た
な追尾対象の人物は位置Ｐ２１にいる人物となり、動画の切り出し範囲は、位置Ｐ２１に
いる人物を含む範囲に切り替えられる。
【０３０８】
　追尾再生画面には、位置Ｐ２１にいる人物が写っている動画が全体に表示される。また
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、追尾再生画面には、位置Ｐ１１にいる人物と、位置Ｐ２１乃至Ｐ２６にいる人物のそれ
ぞれの顔画像が下に並べて表示される。
【０３０９】
　このように、ユーザは、追尾して表示させている人物以外の人物を、新たな追尾対象と
して容易に選択することができる。
【０３１０】
　図４２は、クリップの再生中における顔画像の切り替えについて説明する図である。
【０３１１】
　再生対象のクリップであるクリップ＃６１は、時刻ｔ２１から時刻ｔ２７までの時間を
再生時間とするクリップである。クリップ＃６１には、再生時間全体を通して、人物Ａ乃
至Ｄの４人の人物が現れる（４人の人物が写っている）。
【０３１２】
　時間軸方向に示す矢印は、それぞれの人物が写っている時間を表す。人物Ａは、時刻ｔ
２１から時刻ｔ２５までの時間帯に写り、人物Ｂは、時刻ｔ２１から時刻ｔ２４までの時
間帯に写っている。人物Ｃは、時刻ｔ２３から時刻ｔ２６までの時間帯に写り、人物Ｄは
、時刻ｔ２１から時刻ｔ２７までの全時間帯に写っている。メタデータに含まれる人物ID
に基づいて、それぞれの人物がどの時間帯に写っているのかが特定される。
【０３１３】
　追尾対象とする人物の選択に用いられる顔画像選択画面には、図４３に示すように、人
物Ａ乃至Ｄの顔画像が表示される。例えば、人物Ｄの顔画像が選択され、人物Ｄが追尾対
象として選択されたものとする。
【０３１４】
　人物Ｄを追尾対象とすることが選択された場合、クリップ＃６１の再生が開始される。
人物Ｄは時刻ｔ２１から写っているから、クリップ＃６１の再生は先頭の時刻ｔ２１から
開始される。仮に人物Ｃが追尾対象の人物として選択された場合、人物Ｃが写っている時
刻ｔ２３からクリップ＃６１の再生が開始される。
【０３１５】
　クリップ＃６１の再生が開始されたとき、追尾対象として選択された人物Ｄを含む範囲
の動画が追尾再生画面に表示される。これにより、ユーザは、人物Ｄを含む範囲だけを見
ることができる。
【０３１６】
　また、時刻ｔ２１から時刻ｔ２３までの時間帯においては、人物Ｄを含む範囲の動画だ
けでなく、その時間帯に写っている人物Ａと人物Ｂの顔を含む範囲の動画も切り出される
。追尾再生画面の下方には、図４４の最上段に示すように、人物Ａの顔画像と人物Ｂの顔
画像が、追尾対象になっている人物Ｄの顔画像とともに表示される。ユーザは、追尾対象
を、人物Ｄから、人物Ａまたは人物Ｂに切り替えることができる。
【０３１７】
　人物Ｄに追尾したクリップ＃６１の再生が進み、時刻ｔ２３になったとき、追尾再生画
面の表示は、図４４の白抜き矢印Ａ１０１の先に示すように、人物Ａ、人物Ｂ、および人
物Ｄの顔画像に加えて、人物Ｃの顔画像も表示される状態になる。人物Ｃは、クリップ＃
６１の広角動画中に時刻ｔ２３から現れる。白抜き矢印Ａ１０１の先に示す表示は、時刻
ｔ２４まで続けられる。ユーザは、追尾対象を、人物Ｄから、人物Ａ、人物Ｂ、または人
物Ｃに切り替えることができる。
【０３１８】
　人物Ｄに追尾したクリップ＃６１の再生が進み、時刻ｔ２４になったとき、追尾再生画
面の表示は、図４４の白抜き矢印Ａ１０２の先に示すように、人物Ｂの顔画像が消え、人
物Ａ、人物Ｃ、および人物Ｄの顔画像が表示される状態になる。人物Ｂは、時刻ｔ２４か
ら、クリップ＃６１の広角動画中に現れなくなる。白抜き矢印Ａ１０２の先に示す表示は
、時刻ｔ２５まで続けられる。ユーザは、追尾対象を、人物Ｄから、人物Ａ、または人物
Ｃに切り替えることができる。
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【０３１９】
　人物Ｄに追尾したクリップ＃６１の再生が進み、時刻ｔ２５になったとき、追尾再生画
面の表示は、図４４の白抜き矢印Ａ１０３の先に示すように、人物Ａの顔画像が消え、人
物Ｃの顔画像と人物Ｄの顔画像が表示される状態になる。人物Ａは、時刻ｔ２５から、ク
リップ＃６１の広角動画中に現れなくなる。白抜き矢印Ａ１０３の先に示す表示は、時刻
ｔ２６まで続けられる。ユーザは、追尾対象を、人物Ｄから、人物Ｃに切り替えることが
できる。
【０３２０】
　人物Ｄに追尾したクリップ＃６１の再生が進み、時刻ｔ２６になったとき、追尾再生画
面の表示は、図４４の白抜き矢印Ａ１０４の先に示すように、人物Ｃの顔画像が消え、人
物Ｄの顔画像のみが表示される状態になる。人物Ｃは、時刻ｔ２６から、クリップ＃６１
の広角動画中に現れなくなる。白抜き矢印Ａ１０４の先に示す表示は、時刻ｔ２７まで続
けられる。
【０３２１】
　人物Ｄに追尾したクリップ＃６１の再生中に所定の操作が行われたとき、クリップ＃６
１の再生は一時停止され、ディスプレイ１１には、追尾再生画面に代えて、図４３の顔画
像選択画面が表示される。ユーザは、新たな追尾対象とする人物を顔画像選択画面からも
選択することができる。
【０３２２】
　このように、ユーザは、人物の顔の画像から、追尾対象とする人物を選択することがで
きる。また、特定の人物が写っている動画が表示され続けることから、ユーザは、画角が
広い動画を効率的に見ることができる。
【０３２３】
［人物追尾再生処理］
　ここで、図４５のフローチャートを参照して、情報処理装置１の顔画像生成処理につい
て説明する。図４５の処理は、例えば人物追尾再生の開始前に行われる。
【０３２４】
　図４５の処理によって生成された顔画像は、例えば顔画像選択画面の表示に用いられる
。図４５の処理によって生成された顔画像が、人物追尾再生中の画面の表示に用いられる
ようにしてもよい。
【０３２５】
　ステップＳ８１において、データ解析部１３２は、人物追尾再生を行うクリップのメタ
データをクリップデータ記憶部１１３から読み出す。データ解析部１３２は、読み出した
メタデータに含まれる人物ID、人物位置情報に基づいて、各人物が写っている時刻と、広
角動画中の位置を特定する。データ解析部１３２は、特定した時刻と位置の情報を切り出
し部１３３に出力する。
【０３２６】
　ステップＳ８２において、再生部１１４は、クリップを再生し、広角動画のデータを情
報処理部１１５に出力する。
【０３２７】
　ステップＳ８３において、切り出し部１３３は、人物が写っているとしてデータ解析部
１３２により特定された時刻の広角動画が再生部１１４から供給されたとき、その広角動
画のうち、データ解析部１３２により特定された位置に写る人物の顔の画像を顔画像とし
て切り出す。顔画像は静止画であってもよいし、動画であってもよい。
【０３２８】
　ステップＳ８４において、再生部１１４は、再生終了か否かを判定し、再生終了ではな
いと判定した場合、ステップＳ８２以降の処理を繰り返す。繰り返し行われる処理によっ
て、クリップに写る全ての人物の顔画像が広角動画から順次切り出される。
【０３２９】
　一方、再生終了であるとステップＳ８４において判定された場合、ステップＳ８５にお
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いて、データ解析部１３２は、広角動画から切り出した全ての人物の顔画像をメタデータ
としてクリップデータ記憶部１１３に記憶させる。その後、処理は終了される。
【０３３０】
　次に、図４６のフローチャートを参照して、情報処理装置１の人物追尾再生処理につい
て説明する。図４６の処理は、例えば図５に示すクリップ選択画面から、人物追尾再生の
対象とするクリップが選択されたときに開始される。
【０３３１】
　ステップＳ１０１において、表示制御部１１６は、人物追尾再生の対象とするクリップ
のメタデータをクリップデータ記憶部１１３から読み出し、メタデータに含まれる顔画像
を用いて顔画像選択画面を表示させる。ディスプレイ１１には、図３９を参照して説明し
たような顔画像選択画面が表示される。
【０３３２】
　追尾対象とする人物が選択されたとき、ステップＳ１０２において、再生部１１４は、
メタデータに含まれる、各人物が写っている再生時刻の情報をクリップデータ記憶部１１
３から読み出し、追尾対象の人物が写っているシーンの再生を開始する。追尾対象の人物
が写っているシーンの広角動画のデータは切り出し部１３３に供給される。
【０３３３】
　ステップＳ１０３において、切り出し部１３３は、追尾対象の人物が写っている範囲の
動画と、同じシーンに写っている人物の顔を含む範囲の動画を広角動画から切り出す。再
生中のシーンに写っている各人物の位置は、メタデータに含まれる人物位置情報に基づい
てデータ解析部１３２により特定される。
【０３３４】
　ステップＳ１０４において、表示制御部１１６は、追尾対象の人物が写っている範囲の
動画を追尾再生画面の全体に表示させるとともに、再生中のシーンに写っている人物の顔
の動画を顔画像として並べて表示させる。
【０３３５】
　ステップＳ１０５において、表示制御部１１６は、他の人物を追尾対象とすることが追
尾再生画面の下に並べて表示した顔画像を用いて選択されたか否かを判定する。
【０３３６】
　他の人物を追尾対象とすることが選択されていないとステップＳ１０５において判定し
た場合、ステップＳ１０６において、表示制御部１１６は、顔画像選択画面の表示が指示
されたか否かを判定する。
【０３３７】
　顔画像選択画面の表示が指示されたとステップＳ１０６において判定した場合、表示制
御部１１６は、ステップＳ１０１に戻り、顔画像選択画面を再度表示させて以上の処理を
繰り返す。
【０３３８】
　一方、顔画像選択画面の表示が指示されていないとステップＳ１０６において判定した
場合、ステップＳ１０７において、表示制御部１１６は、再生終了か否かを判定する。再
生終了ではないとステップＳ１０７において判定された場合、ステップＳ１０３以降の処
理が繰り返される。
【０３３９】
　ステップＳ１０５において他の人物を追尾対象とすることが選択されたと判定された場
合も同様に、追尾対象の人物を変えて、ステップＳ１０３以降の処理が繰り返される。ス
テップＳ１０７において再生終了であると判定された場合、処理は終了される。
【０３４０】
［人物追尾再生の第２の例］
　図４７は、追尾再生画面の他の例を示す図である。
【０３４１】
　図４７の追尾再生画面においては、ディスプレイ１１全体が上下に２分割され、領域４
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５１と領域４５２が形成されている。領域４５１は、ディスプレイ１１全体の略３／４の
範囲を占めるように、ディスプレイ１１の上側に形成される。領域４５２は領域４５１の
下側に形成される。
【０３４２】
　領域４５１には、ある人物を中心に、再生中のクリップから切り出された、広い範囲の
動画が表示されている。領域４５１上でドラッグ操作を行うことによって、ユーザは表示
範囲を切り替えることができる。
【０３４３】
　領域４５２には、左から順に、５人のそれぞれの顔を含む顔画像４６１乃至４６５が表
示されている。図４１の例においては、顔画像の表示領域である領域４５２が、再生対象
のクリップの動画の表示領域である領域４５１と隣接して形成されている。顔画像が表示
されている５人の人物は、再生中のシーンに写っている人物である。
【０３４４】
　ここでは、適宜、顔画像４６１乃至４６５に顔が写っている５人の人物をそれぞれ人物
Ａ１乃至Ｅ１という。顔画像４６５にカーソルＣがあてられ、人物Ｅ１が追尾対象になっ
ていることが表されている。領域４５１の中心に表示されている人物は人物Ｅ１である。
【０３４５】
　ユーザは、領域４５１に並べて表示されている顔画像をタップすることによって、追尾
対象とする人物を切り替えることができる。
【０３４６】
　図４８は、顔画像の切り出しについて説明する図である。
【０３４７】
　位置Ｐ３１に写っている人物が、いま追尾対象になっている人物Ｅ１である。領域４５
１には、枠Ｆ１２１で示す、人物Ｅ１を含む範囲の動画が表示される。
【０３４８】
　図４８の例においては、いま再生中のシーンには、人物Ｅ１の位置を基準として、時計
回りに、人物Ａ１、人物Ｂ１、人物Ｃ１、および人物Ｄ１が写っている。人物Ａ１乃至Ｄ
１の位置は、それぞれ位置Ｐ３２乃至Ｐ３５である。
【０３４９】
　このとき、枠Ｆ１３１乃至Ｆ１３４で示す人物Ａ１乃至Ｄ１の顔を含む範囲の動画も広
角動画から切り出される。切り出された動画が、領域４５２に並べて顔画像４６１乃至４
６４として表示される。顔画像４６４の右隣に表示される人物Ｅ１の顔画像４６５は、例
えば、枠Ｆ１２１で示す範囲の動画の表示範囲を枠Ｆ１３５で示す範囲に制限することに
よって表示される。
【０３５０】
　このように、領域４５２には、再生中のシーンに写っている各人物の顔画像が、人物の
実際の並び順に従って表示される。ユーザは、領域４５２に表示されている顔画像の並び
順から、再生中のクリップの広角動画中で、各人物の位置関係がどのような関係にあるの
かを確認することができる。
【０３５１】
　図４９は、追尾再生画面の表示の切り替えの例を示す図である。
【０３５２】
　再生対象のクリップが選択されたとき、図４９の最上段に示すように、広角動画の撮影
範囲全体を水平方向にパンするようにして、広角動画から切り出された動画が表示される
。イメージとしては、図４８の枠Ｆ１２１が水平方向に球面上を移動し、枠Ｆ１２１内の
動画が切り出されて表示されることになる。追尾再生画面の上下には黒の帯状領域が形成
される。
【０３５３】
　追尾再生画面に表示されている動画に写る例えば人物Ｃ１をユーザがタップしたとき、
白抜き矢印Ａ１１１の先に示すように、追尾対象とする人物が選択されたことを表すアイ
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コン４８１が人物Ｃ１に重ねて表示される。白抜き矢印Ａ１１１の先に示す追尾再生画面
において、円形のアイコン４８１が表示されている人物が人物Ｃ１である。人物Ｃ１がタ
ップされたことは人物位置情報に基づいて特定される。
【０３５４】
　人物Ｃ１を追尾対象とすることが選択された場合、白抜き矢印Ａ１１２の先に示すよう
に、図４７を参照して説明した追尾再生画面が表示される。領域４５１には、人物Ｃ１を
含む範囲の動画が表示される。また、追尾対象として人物Ｃ１が選択されていることを示
すように、人物Ｃ１の顔画像である顔画像４６３に対してカーソルＣがあてられる。
【０３５５】
　ユーザは、領域４５１の表示から、人物Ｃ１に注目してクリップを見ることができると
ともに、各タイミングにおける他の人物の顔も、領域４５２の表示から確認することがで
きる。
【０３５６】
　領域４５２の右端に表示されている人物Ｅ１の顔画像である顔画像４６５が選択された
場合、白抜き矢印Ａ１１３の先に示すように、アイコン４８２が、顔画像４６５（人物Ｅ
１）に重ねて表示される。
【０３５７】
　このとき、人物Ｃ１が写っている範囲から人物Ｅ１が写っている範囲までパンするよう
にして、領域４５１の表示が切り替わる。動画の切り出し範囲が人物Ｅ１を含む範囲まで
移動したとき、白抜き矢印Ａ１１４の先に示すように、領域４５１には、人物Ｅ１を含む
範囲の動画が表示される。また、追尾対象として人物Ｅ１が選択されていることを示すよ
うに、人物Ｅ１の顔画像である顔画像４６５に対してカーソルＣがあてられる。
【０３５８】
　このように、追尾対象の切り替えに用いられる顔画像を、実際の人物の並び順通りに並
べて表示させることも可能である。
【０３５９】
　領域４５２の顔画像の表示も、図４４を参照して説明したように、広角動画中に写らな
くなったり、または写るようになったりすることに応じて切り替えられる。
【０３６０】
＜変形例＞
　デジタルカメラ２により撮影された広角動画に基づいて以上のような画面表示が情報処
理装置１において行われるものとしたが、広角動画の撮影機能が情報処理装置１に搭載さ
れ、情報処理装置１自身が撮影した広角動画に基づいて、各種の画面表示が行われるよう
にしてもよい。
【０３６１】
［ネットワークシステムに適用した例］
　以上のような画面表示が、情報処理装置１が搭載するブラウザ上で、インターネットを
介してサーバから送信されてくるデータに基づいて行われるようにしてもよい。
【０３６２】
　図５０は、ネットワークシステムの構成例を示す図である。
【０３６３】
　図５０に示すネットワークシステムは、情報処理装置１とサーバ５０１が、インターネ
ットなどよりなるネットワーク５０２を介して接続されることによって構成される。
【０３６４】
　サーバ５０１は、情報処理装置１などからアップロードされたクリップのデータを管理
する。サーバ５０１は、情報処理装置１から送信されてくる情報により表されるユーザの
操作に応じて、上述したタイムシフト再生処理、マルチスクリーン表示処理、人物追尾再
生処理などを行い、表示画面のデータを情報処理装置１に送信する。
【０３６５】
　サーバ５０１は、図９に示す情報処理装置１の構成と同様の構成を有する。サーバ５０
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１においては、所定のプログラムが実行されることによって図１０に示す各機能部が実現
される。
【０３６６】
　この場合、サーバ５０１において実現される画像データ取得部１１１は、情報処理装置
１から送信されてきた広角動画のデータを取得する。また、表示制御部１１６は、各画面
のデータを情報処理装置１に送信することによって、情報処理装置１のディスプレイ１１
に各画面を表示させる。図１０の他の機能部は、基本的に、上述した処理と同様の処理を
行う。
【０３６７】
　情報処理装置１は、サーバ５０１から送信されてきたデータに基づいて、図１９に示す
タイムシフト再生時の画面、図２７に示すマルチスクリーン表示の画面、図３８に示す人
物追尾再生時の画面などをディスプレイ１１に表示させる。
【０３６８】
　これにより、ユーザは、情報処理装置１のブラウザ上で、広い画角の動画を効率的に見
ることができる。
【０３６９】
［プログラム等について］
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行することもできるし、ソフトウェアに
より実行することもできる。一連の処理をソフトウェアにより実行する場合には、そのソ
フトウェアを構成するプログラムが、専用のハードウェアに組み込まれているコンピュー
タ、または汎用のパーソナルコンピュータなどに、プログラム記録媒体からインストール
される。
【０３７０】
　インストールされるプログラムは、図９に示すメモリカード１０１などのリムーバブル
メディアに記録して提供される。また、ローカルエリアネットワーク、インターネット、
デジタル放送といった、有線または無線の伝送媒体を介して提供されるようにしてもよい
。
【０３７１】
　なお、コンピュータが実行するプログラムは、本明細書で説明する順序に沿って時系列
に処理が行われるプログラムであっても良いし、並列に、あるいは呼び出しが行われたと
き等の必要なタイミングで処理が行われるプログラムであっても良い。
【０３７２】
　なお、本明細書において、システムとは、複数の構成要素（装置、モジュール（部品）
等）の集合を意味し、すべての構成要素が同一筐体中にあるか否かは問わない。したがっ
て、別個の筐体に収納され、ネットワークを介して接続されている複数の装置、及び、１
つの筐体の中に複数のモジュールが収納されている１つの装置は、いずれも、システムで
ある。
【０３７３】
　本技術の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本技術の要旨
を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【０３７４】
　例えば、上述のフローチャートで説明した各ステップは、１つの装置で実行する他、複
数の装置で分担して実行することができる。
【０３７５】
　さらに、１つのステップに複数の処理が含まれる場合には、その１つのステップに含ま
れる複数の処理は、１つの装置で実行する他、複数の装置で分担して実行することができ
る。
【０３７６】
［構成の組み合わせ例］
　本技術は、以下のような構成をとることもできる。
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【０３７７】
（１）
　第１の動画データを所定の時間毎に区切ることによって生成された撮影時間が連続する
複数の第２の動画データの撮影範囲のうちの一部の範囲の画像を並べて表示させる表示制
御部を備える
　表示制御装置。
【０３７８】
（２）
　前記第１の動画データを所定の時間毎に区切ることによって複数の前記第２の動画デー
タを生成する生成部をさらに備え、
　前記表示制御部は、前記生成部により生成された複数の前記第２の動画データの画像を
表示させる
　前記（１）に記載の表示制御装置。
【０３７９】
（３）
　複数の前記第２の動画データをそれぞれ先頭から再生する再生部をさらに備え、
　前記表示制御部は、複数の前記第２の動画データの画像を撮影時間順に並べて表示させ
る
　前記（１）または（２）に記載の表示制御装置。
【０３８０】
（４）
　前記表示制御部は、前記一部の範囲の画像として、それぞれの前記第２の動画データの
同じ範囲の画像を表示させる
　前記（１）乃至（３）のいずれかに記載の表示制御装置。
【０３８１】
（５）
　前記第２の動画データに写る人物を検出する人物検出部をさらに備え、
　前記表示制御部は、前記一部の範囲の画像として、前記人物検出部により検出された人
物を含む範囲の画像を表示させる
　前記（１）乃至（４）のいずれかに記載の表示制御装置。
【０３８２】
（６）
　前記表示制御部は、前記一部の範囲の画像を並べて表示させる複数の前記第２の動画デ
ータを、ユーザの操作に応じて、または所定の時間が経過する毎に切り替える
　前記（１）乃至（５）のいずれかに記載の表示制御装置。
【０３８３】
（７）
　前記表示制御部は、垂直方向の長さより水平方向の長さの方が長い画像を、前記一部の
範囲の画像として縦に並べて表示させる
　前記（１）乃至（６）のいずれかに記載の表示制御装置。
【０３８４】
（８）
　前記一部の範囲の画像は動画である
　前記（１）乃至（７）のいずれかに記載の表示制御装置。
【０３８５】
（９）
　前記第１の動画データの水平方向と垂直方向のうちの少なくとも一方の画角が３６０度
である
　前記（１）乃至（８）のいずれかに記載の表示制御装置。
【０３８６】
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（１０）
　第１の動画データを所定の時間毎に区切ることによって生成された撮影時間が連続する
複数の第２の動画データの撮影範囲のうちの一部の範囲の画像を並べて表示させる
　ステップを含む表示制御方法。
【０３８７】
（１１）
　第１の動画データを所定の時間毎に区切ることによって生成された撮影時間が連続する
複数の第２の動画データの撮影範囲のうちの一部の範囲の画像を並べて表示させる
　ステップを含む処理をコンピュータに実行させるプログラム。
【符号の説明】
【０３８８】
　１　情報処理装置，　２　デジタルカメラ，　１１１　画像データ取得部，　１１２　
クリップ生成部，　１１３　クリップデータ記憶部，　１１４　再生部，　１１５　情報
処理部，　１１６　表示制御部，　１３１　画像解析部，　１３１Ａ　人物検出部，　１
３２　データ解析部，　１３３　切り出し部
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